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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、カスタマイズ可能なモバイルブ
ロードバンドネットワークシステムおよびモバイルブロ
ードバンドネットワークをカスタマイズするための方法
を提供する。モバイルブロードバンドネットワークシス
テムは、転送レイヤ、制御レイヤ、およびケイパビリテ
ィオープニングレイヤを含む。本発明の実施形態に係る
モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは、互いに分断
され、ケイパビリティオープニングレイヤは、対応する
カスタマイズされたネットワークインスタンスを管理す
るために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従
って、要求されたケイパビリティを組み合わせる。した
がって、モバイルネットワークが、ユーザの要求に従っ
てカスタマイズされることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転送レイヤ、制御レイヤ、およびケイパビリティオープニングレイヤを備える、カスタ
マイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムであって、
　前記転送レイヤは、第1オープンインタフェースを介して前記制御レイヤに接続し、モ
バイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティを提供するように構成
され、
　前記第1オープンインタフェースは、前記制御レイヤに前記転送ケイパビリティをオー
プンにするように構成され、
　前記制御レイヤは、第2オープンインタフェースを介して前記ケイパビリティオープニ
ングレイヤに接続し、モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビリテ
ィを提供するように構成され、
　前記第2オープンインタフェースは、前記ケイパビリティオープニングレイヤに前記制
御ケイパビリティおよび前記転送ケイパビリティをオープンにするように構成され、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤは、第3オープンインタフェースを介してユー
ザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信し、カスタマイズされたネットワー
クインスタンスを管理するために、前記ネットワークカスタマイゼーション要求に従って
前記制御ケイパビリティおよび／または前記転送ケイパビリティを組み合わせるように構
成される、モバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項２】
　前記制御レイヤが、前記転送レイヤの転送動作を制御するために、前記第1オープンイ
ンタフェースを介して前記転送レイヤと対話するように構成された、転送制御／リソース
管理サブレイヤをさらに含む、請求項1に記載のモバイルブロードバンドネットワークシ
ステム。
【請求項３】
　前記転送レイヤが、前記転送レイヤのアクセスリソースおよび転送リソースを管理する
ように構成された、転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤをさら
に含む、請求項2に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項４】
　前記転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤが、前記転送レイヤ
の前記転送ケイパビリティを抽象化し、抽象化された転送ケイパビリティについての情報
を前記第1オープンインタフェースを介して前記制御レイヤの前記転送制御／リソース管
理サブレイヤに提供するようにさらに構成される、請求項3に記載のモバイルブロードバ
ンドネットワークシステム。
【請求項５】
　前記制御レイヤが、前記制御レイヤの制御リソースを管理するように構成された、制御
リソースエージェントサブレイヤをさらに含む、請求項3または4に記載のモバイルブロー
ドバンドネットワークシステム。
【請求項６】
　前記転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤが、前記アクセスリ
ソースおよび前記転送リソースについての情報を前記転送制御／リソース管理サブレイヤ
に提供するようにさらに構成され、
　前記制御リソースエージェントサブレイヤが、前記制御リソースについての情報を前記
転送制御／リソース管理サブレイヤに提供するようにさらに構成され、
　前記転送制御／リソース管理サブレイヤが、前記アクセスリソースおよび前記転送リソ
ースについての前記情報ならびに前記制御リソースについての前記情報に従って、前記カ
スタマイズされたネットワークインスタンスのネットワークリソースを管理するようにさ
らに構成される、請求項5に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項７】
　前記制御レイヤが、ネットワークアプリケーションサブレイヤをさらに含み、
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　前記ネットワークアプリケーションサブレイヤは、1つ以上のネットワークアプリケー
ションを含み、
　前記1つ以上のネットワークアプリケーションの各々は、特定の制御ケイパビリティを
実現する、請求項6に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項８】
　前記制御レイヤが、アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティ
を得るために前記転送レイヤの前記転送ケイパビリティおよび前記制御レイヤの前記制御
ケイパビリティを抽象化し、前記アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイ
パビリティを前記第2オープンインタフェースを介して前記ケイパビリティオープニング
レイヤにオープンにするように構成された、ケイパビリティ抽象化サブレイヤをさらに含
む、請求項7に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項９】
　前記ケイパビリティ抽象化サブレイヤが、ケイパビリティプラグイン手法で前記アトミ
ックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティをオープンにする、請求項8
に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項１０】
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記ケイパビリティ抽象化サブレイヤから
前記アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを取得し、前記カ
スタマイズされたネットワークインスタンスを作成、修正、または削除するために前記ネ
ットワークカスタマイゼーション要求に従って前記アトミックレベルの転送ケイパビリテ
ィおよび制御ケイパビリティを組み合わせるように構成された、オンデマンドモバイルネ
ットワークイネーブラを含む、請求項8または9に記載のモバイルブロードバンドネットワ
ークシステム。
【請求項１１】
　前記オンデマンドモバイルネットワークイネーブラが、前記ネットワークカスタマイゼ
ーション要求に従って、要求されたアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケ
イパビリティを選択し、前記ケイパビリティ抽象化サブレイヤにリソース割り当て要求を
送出し、前記リソース割り当て要求に従って前記ケイパビリティ抽象化サブレイヤによっ
て実行されたネットワークリソース割り当ての結果を受信し、前記カスタマイズされたネ
ットワークインスタンスを作成、修正、または削除するために、前記ネットワークリソー
ス割り当ての前記結果に基づいて、選択された前記アトミックレベルの制御ケイパビリテ
ィおよび転送ケイパビリティを組み合わせるようにさらに構成される、請求項10に記載の
モバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項１２】
　前記オンデマンドモバイルネットワークイネーブラが、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスのステータス監視および故障検出を
実行するように構成された監視ユニット、または、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスの構成管理を実行するように構成さ
れた構成ユニット
をさらに含む、請求項10または11に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム
。
【請求項１３】
　アクセス制御ユニット、サブスクリプションデータベース、およびポリシーデータベー
スをさらに備え、
　前記サブスクリプションデータベースは、前記ユーザの認証情報を格納および管理する
ように構成され、
　前記ポリシーデータベースは、ケイパビリティオープニングおよび前記ユーザのカスタ
マイズされたポリシー情報を格納および管理するように構成され、
　前記アクセス制御ユニットは、前記サブスクリプションデータベースに格納された前記
認証情報に従って前記ユーザを認証し、前記ポリシーデータベースに格納された前記ポリ
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シー情報に従って前記ユーザのアクセスポリシーを決定し、前記ユーザの認証結果および
前記アクセスポリシーを前記オンデマンドモバイルネットワークイネーブラに提供するよ
うに構成される、請求項8から12のいずれか一項に記載のモバイルブロードバンドネット
ワークシステム。
【請求項１４】
　前記アクセス制御ユニット、前記サブスクリプションデータベース、および／または前
記ポリシーデータベースが、前記ケイパビリティオープニングレイヤに統合される、請求
項13に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項１５】
　前記第3オープンインタフェースが、ウェブインタフェースおよび／またはアプリケー
ションプログラミングインタフェースを含む、請求項1から14のいずれか一項に記載のモ
バイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項１６】
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記カスタマイズされたネットワークイン
スタンスの動作インタフェースを前記第3オープンインタフェースを介して前記ユーザに
提供するようにさらに構成される、請求項1から15のいずれか一項に記載のモバイルブロ
ードバンドネットワークシステム。
【請求項１７】
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記カスタマイズされたネットワークイン
スタンスのための前記ユーザの動作要求を前記第3オープンインタフェースを介して受信
するようにさらに構成され、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスが、要求された動作を完了させるた
めに、前記動作要求に従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビ
リティならびに対応するネットワークリソースを呼び出し、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記第3オープンインタフェースを介して
前記ユーザに動作結果を返す、請求項16に記載のモバイルブロードバンドネットワークシ
ステム。
【請求項１８】
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記カスタマイズされたネットワークイン
スタンスの動作ハンドルを前記ユーザに提供するようにさらに構成され、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスが、要求された動作を完了させるた
めに、前記動作要求に含まれた前記動作ハンドルに従って、前記対応する転送ケイパビリ
ティおよび／または制御ケイパビリティならびに前記対応するネットワークリソースを呼
び出すようにさらに構成される、請求項17に記載のモバイルブロードバンドネットワーク
システム。
【請求項１９】
　前記転送レイヤが、モバイルブロードバンドネットワークシステムのネットワーク転送
ノードまたはネットワーク交換ノードによって実現され、
　前記制御レイヤが、モバイルブロードバンドネットワークシステムのネットワーク制御
ノードによって実現され、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、モバイルブロードバンドネットワークシス
テムのケイパビリティオープニングノードまたはケイパビリティオープニングゲートウェ
イによって実現される、請求項1から18のいずれか一項に記載のモバイルブロードバンド
ネットワークシステム。
【請求項２０】
　モバイルブロードバンドネットワークをカスタマイズするための方法であって、
　転送レイヤにより、第1オープンインタフェースを介して制御レイヤにモバイルブロー
ドバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティをオープンにするステップと、
　前記制御レイヤにより、第2オープンインタフェースを介してケイパビリティオープニ
ングレイヤに前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビリティお
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よび前記転送ケイパビリティをオープンにするステップと、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤにより、第3オープンインタフェースを介して
ユーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信し、カスタマイズされたネット
ワークインスタンスを管理するために、前記ネットワークカスタマイゼーション要求に従
って前記制御ケイパビリティおよび／または前記転送ケイパビリティを組み合わせるステ
ップと
を有する、方法。
【請求項２１】
　前記ケイパビリティオープニングレイヤにより、前記第3オープンインタフェースを介
して前記カスタマイズされたネットワークインスタンスのための前記ユーザの動作要求を
受信するステップと、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスにより、要求された動作を完了させ
るために前記動作要求に従って対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビ
リティならびに対応するネットワークリソースを呼び出すステップと、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤにより、前記第3オープンインタフェースを介
して前記ユーザに動作結果を返すステップと
をさらに有する、請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　転送レイヤにより、第1オープンインタフェースを介して制御レイヤにモバイルブロー
ドバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティをオープンにする前記ステップが、
　前記転送レイヤにより、前記転送レイヤの前記転送ケイパビリティを抽象化し、抽象化
された転送ケイパビリティについての情報を前記第1オープンインタフェースを介して前
記制御レイヤの転送制御／リソース管理サブレイヤに提供するステップを含む、請求項20
または21に記載の方法。
【請求項２３】
　前記制御レイヤにより、第2オープンインタフェースを介してケイパビリティオープニ
ングレイヤに前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビリティお
よび前記転送ケイパビリティをオープンにする前記ステップが、
　前記制御レイヤにより、アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリ
ティを得るために前記転送レイヤの前記転送ケイパビリティおよび前記制御レイヤの前記
制御ケイパビリティを抽象化し、前記アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御
ケイパビリティを前記第2オープンインタフェースを介して前記ケイパビリティオープニ
ングレイヤにオープンにするステップを含む、請求項20または21に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ケイパビリティオープニングレイヤにより、カスタマイズされたネットワークイン
スタンスを管理するために、前記ネットワークカスタマイゼーション要求に従って前記制
御ケイパビリティおよび／または前記転送ケイパビリティを組み合わせる前記ステップが
、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤにより、前記制御レイヤから前記アトミックレ
ベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを取得し、前記カスタマイズされた
ネットワークインスタンスを作成、修正、または削除するために前記ネットワークカスタ
マイゼーション要求に従って前記アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイ
パビリティを組み合わせるステップを含む、請求項23に記載の方法。
【請求項２５】
　カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムにおける転送レイヤ
デバイスであって、
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティを提供するよ
うに構成された転送ユニットと、
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御レイヤデバイスに接続し、前
記転送ユニットの前記転送ケイパビリティを前記制御レイヤデバイスにオープンにするよ
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うに構成された、第1オープンインタフェースと
を備える、転送レイヤデバイス。
【請求項２６】
　転送レイヤデバイスのアクセスリソースおよび転送リソースを管理し、前記アクセスリ
ソースおよび前記転送リソースについての情報を前記制御レイヤデバイスに提供するよう
に構成された、リソースエージェントユニットをさらに備える、請求項25に記載の転送レ
イヤデバイス。
【請求項２７】
　前記転送ユニットが、前記転送ケイパビリティを抽象化し、抽象化された転送ケイパビ
リティについての情報を前記第1オープンインタフェースを介して前記制御レイヤデバイ
スに提供するようにさらに構成される、請求項25または26に記載の転送レイヤデバイス。
【請求項２８】
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムのネットワーク転送ノードまたはネ
ットワーク交換ノードを含む、請求項25から27のいずれか一項に記載の転送レイヤデバイ
ス。
【請求項２９】
　カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムにおける制御レイヤ
デバイスであって、
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送レイヤデバイスから前記転送
レイヤデバイスの転送ケイパビリティについての情報を受信し、前記モバイルブロードバ
ンドネットワークシステムの制御ケイパビリティを提供するように構成された、制御ユニ
ットと、
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムのケイパビリティオープニングレイ
ヤデバイスに接続し、前記ケイパビリティオープニングレイヤデバイスに前記制御ケイパ
ビリティおよび前記転送ケイパビリティをオープンにするように構成された、第2オープ
ンインタフェースと
を備える、制御レイヤデバイス。
【請求項３０】
　前記制御ユニットが、前記転送レイヤデバイスの転送動作を制御するために、前記転送
レイヤデバイスと対話するようにさらに構成される、請求項29に記載の制御レイヤデバイ
ス。
【請求項３１】
　制御レイヤデバイスの制御リソースを管理し、前記制御リソースについての情報を前記
ケイパビリティオープニングレイヤデバイスに提供するように構成された、制御リソース
エージェントユニットをさらに備える、請求項29または30に記載の制御レイヤデバイス。
【請求項３２】
　前記制御ユニットが、1つ以上のネットワークアプリケーションを含み、
　前記1つ以上のネットワークアプリケーションの各々は、特定の制御ケイパビリティを
実現する、請求項29から31のいずれか一項に記載の制御レイヤデバイス。
【請求項３３】
　前記制御ユニットが、アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリテ
ィを得るために前記転送レイヤデバイスの前記転送ケイパビリティおよび制御レイヤデバ
イスの前記制御ケイパビリティを抽象化するようにさらに構成され、
　前記第2オープンインタフェースが、前記アトミックレベルの転送ケイパビリティおよ
び制御ケイパビリティを前記ケイパビリティオープニングレイヤデバイスにオープンにす
るようにさらに構成される、請求項29から32のいずれか一項に記載の制御レイヤデバイス
。
【請求項３４】
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムのネットワーク制御ノードを含む、
請求項29から33のいずれか一項に記載の制御レイヤデバイス。
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【請求項３５】
　カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムにおけるケイパビリ
ティオープニングレイヤデバイスであって、
　ユーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信するように構成された第3オ
ープンインタフェースと、
　カスタマイズされたネットワークインスタンスを管理するために、前記ネットワークカ
スタマイゼーション要求に従って前記制御ケイパビリティおよび／または前記転送ケイパ
ビリティを組み合わせるように構成されたカスタマイズユニットと
を備える、ケイパビリティオープニングレイヤデバイス。
【請求項３６】
　前記カスタマイズユニットが、前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの制
御レイヤデバイスから前記モバイルブロードバンドネットワークシステムのネットワーク
リソースについての情報を受信し、前記ネットワークリソースについての前記情報に従っ
て、前記カスタマイズされたネットワークのネットワークリソースを管理するようにさら
に構成される、請求項35に記載のケイパビリティオープニングレイヤデバイス。
【請求項３７】
　前記カスタマイズユニットが、前記制御レイヤデバイスからアトミックレベルの制御ケ
イパビリティおよび転送ケイパビリティを取得し、前記カスタマイズされたネットワーク
インスタンスを作成、修正、または削除するために前記ネットワークカスタマイゼーショ
ン要求に従って前記アトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを
組み合わせるようにさらに構成される、請求項36に記載のケイパビリティオープニングレ
イヤデバイス。
【請求項３８】
　前記カスタマイズユニットが、前記カスタマイズされたネットワークインスタンスのス
テータス監視および故障検出を実行するように、または、前記カスタマイズされたネット
ワークインスタンスの構成管理を実行するようにさらに構成される、請求項35から37のい
ずれか一項に記載のケイパビリティオープニングレイヤデバイス。
【請求項３９】
　アクセス制御ユニット、サブスクリプションデータベース、およびポリシーデータベー
スをさらに備え、
　前記サブスクリプションデータベースは、前記ユーザの認証情報を格納および管理する
ように構成され、
　前記ポリシーデータベースは、ケイパビリティオープニングおよび前記ユーザのカスタ
マイズされたポリシー情報を格納および管理するように構成され、
　前記アクセス制御ユニットは、前記サブスクリプションデータベースに格納された前記
認証情報に従って前記ユーザを認証し、前記ポリシーデータベースに格納された前記ポリ
シー情報に従って前記ユーザのアクセスポリシーを決定し、前記ユーザの認証結果および
前記アクセスポリシーを前記カスタマイズユニットに提供するように構成される、請求項
35から38のいずれか一項に記載のケイパビリティオープニングレイヤデバイス。
【請求項４０】
　前記第3オープンインタフェースが、ウェブインタフェースおよび／またはアプリケー
ションプログラミングインタフェースを含む、請求項35から39のいずれか一項に記載のケ
イパビリティオープニングレイヤデバイス。
【請求項４１】
　前記第3オープンインタフェースが、前記カスタマイズされたネットワークインスタン
スのための前記ユーザの動作要求を受信するようにさらに構成され、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスが、要求された動作を完了させるた
めに、前記動作要求に従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビ
リティならびに対応するネットワークリソースを呼び出し、
　前記第3オープンインタフェースが、前記ユーザに動作結果を返すようにさらに構成さ
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れる、請求項35から40のいずれか一項に記載のケイパビリティオープニングレイヤデバイ
ス。
【請求項４２】
　前記第3オープンインタフェースが、前記カスタマイズされたネットワークインスタン
スの動作ハンドルを前記ユーザに提供するようにさらに構成され、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスが、要求された動作を完了させるた
めに、前記動作要求に含まれた前記動作ハンドルに従って、前記対応する転送ケイパビリ
ティおよび／または制御ケイパビリティならびに前記対応するネットワークリソースを呼
び出すようにさらに構成される、請求項41に記載のケイパビリティオープニングレイヤデ
バイス。
【請求項４３】
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムのケイパビリティオープニングノー
ドまたはケイパビリティオープニングゲートウェイを含む、請求項35から42のいずれか一
項に記載のケイパビリティオープニングレイヤデバイス。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の態様は、モバイル通信の分野に関し、詳細には、カスタマイズ可能なモバイル
ブロードバンドネットワークシステムおよびモバイルブロードバンドネットワークをカス
タマイズするための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　モバイルネットワークの進化により、ワイヤレスアクセス帯域幅が増大し続け、従来の
回路ドメインは姿を消し、すべてのサービスはパケット交換ドメインにおいて一様に運ば
れ、モバイルネットワークはモバイルブロードバンド（Mobile Brand Band，MBB）期に入
った。MBBネットワークにより提供される高帯域幅は、インテリジェント端末のイノベー
ションとの組み合わせにより、固定アクセスネットワークから、モバイルネットワーク、
すなわち、いわゆるモバイルインターネットへの、多量のインターネットアプリケーショ
ンの転送を引き起こす。現在、MBBネットワークは、音声およびショートメッセージサー
ビスのような従来の電気通信サービスのみを運んでいるわけではない。インスタントメッ
セージ、オンラインショッピング、オンラインバンキング、検索、情報、および映像とい
った、さまざまな豊富なインターネットアプリケーションがすでにモバイル化されている
。現在、モバイルインターネットのほとんどのデータトラフィックは、これらのアプリケ
ーションに由来する。
【０００３】
　モバイルインターネット期におけるすべての情報の消費は、端末－パイプ－クラウドア
ーキテクチャを使用して行われる。モバイルブロードバンドネットワークのパイプサービ
スを使用することにより、情報技術（Information Technology，IT）クラウドプラットフ
ォームに基づいたインターネットアプリケーションサーバとインテリジェント端末上のア
プリケーションクライアントとの間で、任意の時間および任意の場所でのアクセスと、常
にオンラインのままでいることとに対するモバイルユーザの要求を満たすように、データ
が交換される。モバイルサービスとモバイルパイプとの間の分断から利益を得て、モバイ
ルユーザのほとんどのサービスは、電気通信オペレータではなくインターネットアプリケ
ーションプロバイダに由来する。インターネットアプリケーションが急速に発達するにつ
れ、イノベーションが出現し続ける。上述した多量のITアプリケーションに加えて、出現
してくる企業またはモノのインターネット（マシンツーマシン（Machine to Machine，M2
M））産業が次第に、MBBネットワークに基づいてサービスを実行しつつある。
【０００４】
　アプリケーションとベアラネットワークとが分断された後、現在のモバイルアプリケー
ションでは、データは一般に、モバイルパイプをトランスペアレントなダムパイプとして
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使用することにより伝送される。アプリケーションとネットワークとが互いを認識してい
ないので、必然的に、アプリケーションの最適なユーザ体験が達成されることはできず、
ネットワークリソースの最適な利用効率が達成されることはできない。これは、アプリケ
ーションサービスプロバイダ、モバイルネットワークパイププロバイダ、またはオペレー
タにとって好ましくない。
【０００５】
　現在、第3世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnership Project
，3GPP）によって定義されるモバイルブロードバンドネットワークは、相対的に閉じられ
かつ固定的な電気通信ネットワーク専用であり、主にポリシーおよび課金ルール機能（Po
licy and Charging Rules Function，PCRF）ネットワーク要素によって、パイプ課金およ
びサービス品質（Quality of Service，QoS）の制御ケイパビリティを外部にオープンに
する。オープンなケイパビリティのタイプは限られ、高速の動的な変化がサポートされず
、障害許容力の欠如を引き起こす。加えて、現在、モバイルネットワークのPCRFネットワ
ーク要素は、サービスフロー志向のポリシー制御および課金制御のRxインタフェースのみ
を外部に提供しており、Rxインタフェースは現在、オペレータのプロプライエタリなサー
ビスのためにのみ使用されており、これにより、産業アプリケーションまたは仮想動作の
ためのカスタマイズされたモバイルネットワークのための要件を事実上サポートできない
。
【０００６】
　たとえば、クラウドプラットフォームに基づいた企業またはM2M産業アプリケーション
はしばしば、ネットワーク機能、特徴、または容量の仕様を含む、ベアラネットワークの
ための特定の要件を課す。加えて、たとえば、いくつかの産業は、ネットワークのための
より厳しい安全性または信頼性要件を課し、いくつかの企業は、高帯域幅および低レイテ
ンシ―の保証を要求する。いくつかの企業アプリケーションは、複合的な課金またはQoS
保証を要求せず、高容量を要求しないが、より低いコストを要求する。現在のネットワー
クアーキテクチャは、そのようなカスタマイゼーション要件をほとんど満たすことができ
ない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の実施形態は、カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステ
ムおよびモバイルブロードバンドネットワークをカスタマイズするための方法を提供し、
それにより、ネットワークがユーザの要件に従ってカスタマイズされることができる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第1態様によると、転送レイヤ、制御レイヤ、およびケイパビリティオープニングレイ
ヤを備える、カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムが提供さ
れる。転送レイヤは、第1オープンインタフェースを介して制御レイヤに接続し、モバイ
ルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティを提供するように構成され
、第1オープンインタフェースは、制御レイヤに転送ケイパビリティをオープンにするよ
うに構成され、制御レイヤは、第2オープンインタフェースを介してケイパビリティオー
プニングレイヤに接続し、モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビ
リティを提供するように構成され、第2オープンインタフェースは、ケイパビリティオー
プニングレイヤに制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをオープンにするように
構成され、ケイパビリティオープニングレイヤは、第3オープンインタフェースを介して
ユーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信し、カスタマイズされたネット
ワークインスタンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って
制御ケイパビリティおよび／または転送ケイパビリティを組み合わせるように構成される
。
【０００９】
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　第1態様に関し、一実現手法では、制御レイヤは、転送レイヤの転送動作を制御するた
めに、第1オープンインタフェースを介して転送レイヤと対話するように構成された、転
送制御／リソース管理サブレイヤをさらに含む。
【００１０】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送レイヤは、転送レイヤの
アクセスリソースおよび転送リソースを管理するように構成された、転送ケイパビリティ
抽象化／リソースエージェントサブレイヤをさらに含む。
【００１１】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送ケイパビリティ抽象化／
リソースエージェントサブレイヤは、転送レイヤの転送ケイパビリティを抽象化し、抽象
化された転送ケイパビリティについての情報を第1オープンインタフェースを介して制御
レイヤの転送制御／リソース管理サブレイヤに提供するようにさらに構成される。
【００１２】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、制御レイヤは、制御レイヤの
制御リソースを管理するように構成された、制御リソースエージェントをさらに含む。
【００１３】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送ケイパビリティ抽象化／
リソースエージェントサブレイヤは、アクセスリソースおよび転送リソースについての情
報を転送制御／リソース管理サブレイヤに提供するようにさらに構成され、制御リソース
エージェントサブレイヤは、制御リソースについての情報を転送制御／リソース管理サブ
レイヤに提供するようにさらに構成され、転送制御／リソース管理サブレイヤは、アクセ
スリソースおよび転送リソースについての情報ならびに制御リソースについての情報に従
って、カスタマイズされたネットワークのネットワークリソースを管理するようにさらに
構成される。
【００１４】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、制御レイヤは、ネットワーク
アプリケーションサブレイヤをさらに含み、ネットワークアプリケーションサブレイヤは
、1つ以上のネットワークアプリケーションを含み、ネットワークアプリケーションの各
々は、特定の制御ケイパビリティを実現する。
【００１５】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、制御レイヤは、アトミックレ
ベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを得るために転送レイヤの転送ケイ
パビリティおよび制御レイヤの制御ケイパビリティを抽象化し、アトミックレベルの転送
ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを第2オープンインタフェースを介してケイパ
ビリティオープニングレイヤにオープンにするように構成された、ケイパビリティ抽象化
サブレイヤをさらに含む。
【００１６】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、ケイパビリティ抽象化サブレ
イヤは、ケイパビリティプラグイン手法でアトミックレベルの転送ケイパビリティおよび
制御ケイパビリティをオープンにする。
【００１７】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、ケイパビリティオープニング
レイヤは、ケイパビリティ抽象化サブレイヤからアトミックレベルの転送ケイパビリティ
および制御ケイパビリティを取得し、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作
成、修正、または削除するためにネットワークカスタマイゼーション要求に従ってアトミ
ックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを組み合わせるように構成さ
れた、オンデマンドモバイルネットワークイネーブラを含む。
【００１８】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、オンデマンドモバイルネット
ワークイネーブラは、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、要求されたアト
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ミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを選択し、ケイパビリティ
抽象化サブレイヤにリソース割り当て要求を送出し、リソース割り当て要求に従ってケイ
パビリティ抽象化サブレイヤによって実行されたネットワークリソース割り当ての結果を
受信し、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成、修正、または削除するた
めに、ネットワークリソース割り当ての結果に基づいて、選択されたアトミックレベルの
制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを組み合わせるようにさらに構成される。
【００１９】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、オンデマンドモバイルネット
ワークイネーブラは、カスタマイズされたネットワークインスタンスのステータス監視お
よび故障検出を実行するように構成された監視ユニット、または、カスタマイズされたネ
ットワークインスタンスの構成管理を実行するように構成された構成ユニットをさらに含
む。
【００２０】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、アクセス制御ユニット、サブ
スクリプションデータベース、およびポリシーデータベースがさらに含まれる。サブスク
リプションデータベースは、ユーザの認証情報を格納および管理するように構成され、ポ
リシーデータベースは、ケイパビリティオープニングおよびユーザのカスタマイズされた
ポリシー情報を格納および管理するように構成され、アクセス制御ユニットは、サブスク
リプションデータベースに格納された認証情報に従ってユーザを認証し、ポリシーデータ
ベースに格納されたポリシー情報に従ってユーザのアクセスポリシーを決定し、ユーザの
認証結果およびアクセスポリシーをオンデマンドモバイルネットワークイネーブラに提供
するように構成される。
【００２１】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、アクセス制御ユニット、サブ
スクリプションデータベース、および／またはポリシーデータベースは、ケイパビリティ
オープニングレイヤに統合される。
【００２２】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、第3オープンインタフェースは
、ウェブインタフェースおよび／またはアプリケーションプログラミングインタフェース
を含む。
【００２３】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、ケイパビリティオープニング
レイヤは、カスタマイズされたネットワークインスタンスの動作インタフェースを第3オ
ープンインタフェースを介してユーザに提供するようにさらに構成される。
【００２４】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、ケイパビリティオープニング
レイヤは、カスタマイズされたネットワークインスタンスのためのユーザの動作要求を第
3オープンインタフェースを介して受信するようにさらに構成され、カスタマイズされた
ネットワークインスタンスは、要求された動作を完了させるために、動作要求に従って、
対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビリティならびに対応するネット
ワークリソースを呼び出し、ケイパビリティオープニングレイヤは、第3オープンインタ
フェースを介してユーザに動作結果を返す。
【００２５】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、ケイパビリティオープニング
レイヤは、カスタマイズされたネットワークインスタンスの動作ハンドルをユーザに提供
するようにさらに構成され、カスタマイズされたネットワークインスタンスは、要求され
た動作を完了させるために、動作要求に含まれた動作ハンドルに従って、対応する転送ケ
イパビリティおよび／または制御ケイパビリティならびに対応するネットワークリソース
を呼び出すようにさらに構成される。
【００２６】
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　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送レイヤは、モバイルブロ
ードバンドネットワークシステムのネットワーク転送ノードまたはネットワーク交換ノー
ドによって実現され、制御レイヤは、モバイルブロードバンドネットワークシステムのネ
ットワーク制御ノードによって実現され、ケイパビリティオープニングレイヤは、モバイ
ルブロードバンドネットワークシステムのケイパビリティオープニングノードまたはケイ
パビリティオープニングゲートウェイによって実現される。
【００２７】
　第2態様によると、モバイルブロードバンドネットワークをカスタマイズするための方
法が提供され、方法は、転送レイヤにより、第1オープンインタフェースを介して制御レ
イヤにモバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティをオープンに
するステップと、制御レイヤにより、第2オープンインタフェースを介してケイパビリテ
ィオープニングレイヤにモバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビリ
ティおよび転送ケイパビリティをオープンにするステップと、ケイパビリティオープニン
グレイヤにより、第3オープンインタフェースを介してユーザからネットワークカスタマ
イゼーション要求を受信し、カスタマイズされたネットワークインスタンスを管理するた
めに、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って制御ケイパビリティおよび／また
は転送ケイパビリティを組み合わせるステップとを含む。
【００２８】
　第2態様に関し、一実現手法では、方法は、ケイパビリティオープニングレイヤにより
、第3オープンインタフェースを介してカスタマイズされたネットワークインスタンスの
ためのユーザの動作要求を受信するステップと、カスタマイズされたネットワークインス
タンスにより、要求された動作を完了させるために動作要求に従って対応する転送ケイパ
ビリティおよび／または制御ケイパビリティならびに対応するネットワークリソースを呼
び出すステップと、ケイパビリティオープニングレイヤにより、第3オープンインタフェ
ースを介してユーザに動作結果を返すステップとをさらに含む。
【００２９】
　第2態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送レイヤにより、第1オープ
ンインタフェースを介して制御レイヤにモバイルブロードバンドネットワークシステムの
転送ケイパビリティをオープンにするステップは、転送レイヤにより、転送レイヤの転送
ケイパビリティを抽象化し、抽象化された転送ケイパビリティについての情報を第1オー
プンインタフェースを介して制御レイヤの転送制御／リソース管理サブレイヤに提供する
ステップを含む。
【００３０】
　第2態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、制御レイヤにより、第2オープ
ンインタフェースを介してケイパビリティオープニングレイヤにモバイルブロードバンド
ネットワークシステムの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをオープンにする
ステップは、制御レイヤにより、アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイ
パビリティを得るために転送レイヤの転送ケイパビリティおよび制御レイヤの制御ケイパ
ビリティを抽象化し、アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティ
を第2オープンインタフェースを介してケイパビリティオープニングレイヤにオープンに
するステップを含む。
【００３１】
　第2態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、ケイパビリティオープニング
レイヤにより、カスタマイズされたネットワークインスタンスを管理するために、ネット
ワークカスタマイゼーション要求に従って制御ケイパビリティおよび／または転送ケイパ
ビリティを組み合わせるステップは、ケイパビリティオープニングレイヤにより、制御レ
イヤからアトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを取得し、カ
スタマイズされたネットワークインスタンスを作成、修正、または削除するためにネット
ワークカスタマイゼーション要求に従ってアトミックレベルの転送ケイパビリティおよび
制御ケイパビリティを組み合わせるステップを含む。
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【００３２】
　第3態様によると、カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステム
における転送レイヤデバイスが提供され、転送レイヤデバイスは、モバイルブロードバン
ドネットワークシステムの転送ケイパビリティを提供するように構成された転送ユニット
と、モバイルブロードバンドネットワークの制御レイヤデバイスに接続し、転送ユニット
の転送ケイパビリティを制御レイヤデバイスにオープンにするように構成された、第1オ
ープンインタフェースとを含む。
【００３３】
　第3態様に関し、一実現手法では、転送レイヤデバイスは、転送レイヤデバイスのアク
セスリソースおよび転送リソースを管理し、アクセスリソースおよび転送リソースについ
ての情報を制御レイヤデバイスに提供するように構成された、リソースエージェントユニ
ットをさらに含む。
【００３４】
　第3態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送ユニットは、転送レイヤ
の転送ケイパビリティを抽象化し、抽象化された転送ケイパビリティについての情報を第
1オープンインタフェースを介して制御レイヤデバイスに提供するようにさらに構成され
る。
【００３５】
　第3態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送レイヤデバイスは、モバ
イルブロードバンドネットワークシステムのネットワーク転送ノードまたはネットワーク
交換ノードを含む。
【００３６】
　第4態様によると、カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステム
における制御レイヤデバイスが提供され、制御レイヤデバイスは、モバイルブロードバン
ドネットワークシステムの転送レイヤデバイスから転送レイヤデバイスの転送ケイパビリ
ティについての情報を受信し、モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイ
パビリティを提供するように構成された、制御ユニットと、モバイルブロードバンドネッ
トワークシステムのケイパビリティオープニングレイヤデバイスに接続し、ケイパビリテ
ィオープニングレイヤデバイスに制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをオープ
ンにするように構成された、第2オープンインタフェースとを含む。
【００３７】
　第4態様に関し、一実現手法では、制御ユニットは、転送レイヤの転送動作を制御する
ために、転送レイヤデバイスと対話するようにさらに構成される。
【００３８】
　第4態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、制御レイヤデバイスは、制御
レイヤデバイスの制御リソースを管理し、制御リソースについての情報をケイパビリティ
オープニングレイヤデバイスに提供するように構成された、制御リソースエージェントユ
ニットをさらに含む。
【００３９】
　第4態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、制御ユニットは、1つ以上のネ
ットワークアプリケーションを含み、ネットワークアプリケーションの各々は、特定の制
御ケイパビリティを実現する。
【００４０】
　第4態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、制御ユニットは、アトミック
レベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを得るために転送レイヤデバイス
の転送ケイパビリティおよび制御レイヤデバイスの制御ケイパビリティを抽象化するよう
にさらに構成され、第2オープンインタフェースは、アトミックレベルの転送ケイパビリ
ティおよび制御ケイパビリティをケイパビリティオープニングレイヤデバイスにオープン
にするようにさらに構成される。
【００４１】
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　第4態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、制御レイヤデバイスは、モバ
イルブロードバンドネットワークシステムのネットワーク制御ノードを含む。
【００４２】
　第5態様によると、カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステム
におけるケイパビリティオープニングレイヤデバイスが提供され、ケイパビリティオープ
ニングレイヤデバイスは、ユーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信する
ように構成された第3オープンインタフェースと、カスタマイズされたネットワークイン
スタンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って制御ケイパ
ビリティおよび／または転送ケイパビリティを組み合わせるように構成されたカスタマイ
ズユニットとを含む。
【００４３】
　第5態様に関し、一実現手法では、カスタマイズユニットは、モバイルブロードバンド
ネットワークシステムの制御レイヤデバイスからモバイルブロードバンドネットワークシ
ステムのネットワークリソースについての情報を受信し、ネットワークリソースについて
の情報に従って、カスタマイズされたネットワークのネットワークリソースを管理するよ
うにさらに構成される。
【００４４】
　第5態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、カスタマイズユニットは、制
御レイヤデバイスからアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティ
を取得し、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成、修正、または削除する
ためにネットワークカスタマイゼーション要求に従ってアトミックレベルの制御ケイパビ
リティおよび転送ケイパビリティを組み合わせるようにさらに構成される。
【００４５】
　第5態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、カスタマイズユニットは、カ
スタマイズされたネットワークインスタンスのステータス監視および故障検出を実行する
ように、または、カスタマイズされたネットワークインスタンスの構成管理を実行するよ
うにさらに構成される。
【００４６】
　第5態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、アクセス制御ユニット、サブ
スクリプションデータベース、およびポリシーデータベースがさらに含まれ、ここで、サ
ブスクリプションデータベースは、ユーザの認証情報を格納および管理するように構成さ
れ、ポリシーデータベースは、ケイパビリティオープニングおよびユーザのカスタマイズ
されたポリシー情報を格納および管理するように構成され、アクセス制御ユニットは、サ
ブスクリプションデータベースに格納された認証情報に従ってユーザを認証し、ポリシー
データベースに格納されたポリシー情報に従ってユーザのアクセスポリシーを決定し、ユ
ーザの認証結果およびアクセスポリシーをカスタマイズユニットに提供するように構成さ
れる。
【００４７】
　第5態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、第3オープンインタフェースは
、ウェブインタフェースおよび／またはアプリケーションプログラミングインタフェース
を含む。
【００４８】
　第5態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、第3オープンインタフェースは
、カスタマイズされたネットワークインスタンスのためのユーザの動作要求を受信するよ
うにさらに構成され、カスタマイズされたネットワークインスタンスは、要求された動作
を完了させるために、動作要求に従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制
御ケイパビリティならびに対応するネットワークリソースを呼び出し、第3オープンイン
タフェースは、ユーザに動作結果を返すようにさらに構成される。
【００４９】
　第5態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、第3オープンインタフェースは
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、カスタマイズされたネットワークインスタンスの動作ハンドルをユーザに提供するよう
にさらに構成され、カスタマイズされたネットワークインスタンスは、要求された動作を
完了させるために、動作要求に含まれた動作ハンドルに従って、対応する転送ケイパビリ
ティおよび／または制御ケイパビリティならびに対応するネットワークリソースを呼び出
すようにさらに構成される。
【００５０】
　第5態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、ケイパビリティオープニング
レイヤデバイスは、モバイルブロードバンドネットワークシステムのケイパビリティオー
プニングノードまたはケイパビリティオープニングゲートウェイを含む。
【００５１】
　本発明の実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイ
パビリティおよび制御ケイパビリティは、互いに分断され、それぞれ転送レイヤおよび制
御レイヤによって提供され、ケイパビリティオープニングレイヤにオープンにされる。ケ
イパビリティオープニングレイヤは、対応するカスタマイズされたネットワークインスタ
ンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、要求されたケ
イパビリティを組み合わせる。したがって、本発明の実施形態におけるモバイルブロード
バンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従って
カスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークアーキ
テクチャを実現する。
【００５２】
　本発明の実施形態における技術的ソリューションをより明確に説明するために、以下で
は、実施形態または従来技術を説明するために必要とされる添付図面を簡潔に紹介する。
当然ながら、以下の説明における添付図面は単に本発明のいくつかの実施形態を示したも
のにすぎず、当業者は、これらの添付図面から創造的な努力なしに他の図面をさらに導き
出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワー
クシステムの模式的なブロック図である。
【図２】GW-CとGW-Uとの間のIPデータ接続を構成（作成／修正）するためのフローの例で
ある。
【図３】本発明の実施形態に係るMBBネットワークシステムの別の例の模式的なアーキテ
クチャの図である。
【図４】本発明の実施形態に係るMBBネットワークシステムの別の例の模式的なアーキテ
クチャの図である。
【図５】本発明の実施形態に係るオンデマンドでモバイルブロードバンドネットワークを
カスタマイズする処理の模式的なフローチャートである。
【図６】本発明の別の実施形態に係るオンデマンドでモバイルブロードバンドネットワー
クをカスタマイズする処理の模式的なフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態に係るモバイルブロードバンドネットワークをカスタマイズす
るための方法のフローチャートである。
【図８】本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワー
クシステムにおける転送レイヤデバイスのブロック図である。
【図９】本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワー
クシステムにおける制御レイヤデバイスのブロック図である。
【図１０】本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワ
ークシステムにおけるケイパビリティオープニングレイヤデバイスのブロック図である。
【図１１】本発明の別の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネッ
トワークシステムにおける転送レイヤデバイスのブロック図である。
【図１２】本発明の別の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネッ
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トワークシステムにおける制御レイヤデバイスのブロック図である。
【図１３】本発明の別の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネッ
トワークシステムにおけるケイパビリティオープニングレイヤデバイスのブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００５４】
　以下では、本発明の実施形態における添付の図面を参照して本発明の実施形態における
技術的ソリューションを明確かつ完全に説明する。当然ながら、説明される実施形態は、
本発明の実施形態のすべてではなく、その一部にすぎない。本発明の実施形態に基づいて
創造的な努力なしに当業者によって得られるすべての他の実施形態は、本発明の保護範囲
内にある。
【００５５】
　本発明の技術的ソリューションは、モバイル通信のための全世界システム（Global Sys
tem of Mobile communication，GSM（登録商標））、符号分割多元接続（Code Division 
Multiple Access，CDMA）システム、広帯域符号分割多元接続（Wideband Code Division 
Multiple Access Wireless，WCDMA（登録商標））システム、ジェネラルパケット無線サ
ービス（General Packet Radio Service，GPRS）システム、およびロングタームエボリュ
ーション（Long Term Evolution，LTE）システムといった、さまざまな通信システムに適
用され得る。
【００５６】
　モバイル端末（Mobile Terminal）、モバイルユーザ機器等とも呼ばれる、ユーザ機器
（User Equipment，UE）は、無線アクセスネットワーク（たとえば、RAN（Radio Access 
Network））にわたって1つ以上のコアネットワークと通信し得る。ユーザ機器は、モバイ
ルフォン（もしくは「セルラー」フォンと呼ばれる）のようなモバイル端末、またはモバ
イル端末を装備したコンピュータであり得る。たとえば、ユーザ機器は、無線アクセスネ
ットワークと音声および／またはデータを交換する、ポータブルな、ポケットサイズの、
ハンドヘルドの、コンピュータに埋め込まれた、または車載の、モバイル装置であり得る
。
【００５７】
　基地局は、GSMもしくはCDMAにおける基地トランシーバ局（Base Transceiver Station
，BTS）、WCDMAにおけるノードB（NodeB）、またはLTEにおける発展型ノードB（eNBもし
くはe-NodeB（evolutional Node B））であり得るが、これらは本発明を限定しない。
【００５８】
　図1は、本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワ
ークシステムの模式的なブロック図である。図1におけるモバイルブロードバンドネット
ワークシステム100は、転送レイヤ101、制御レイヤ102、およびケイパビリティオープニ
ングレイヤ103を含む。
【００５９】
　転送レイヤ101は、第1オープンインタフェース104を介して制御レイヤ102に接続する。
転送レイヤ101は、モバイルブロードバンドネットワークシステム100の転送ケイパビリテ
ィを提供するように構成される。第1オープンインタフェース104は、転送ケイパビリティ
を制御レイヤ102にオープンにするように構成される。
【００６０】
　制御レイヤ102は、第2オープンインタフェース105を介してケイパビリティオープニン
グレイヤ103に接続する。制御レイヤ102は、モバイルブロードバンドネットワークシステ
ム100の制御ケイパビリティを提供するように構成される。第2オープンインタフェース10
5は、制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをケイパビリティオープニングレイ
ヤ103にオープンにするように構成される。
【００６１】
　ケイパビリティオープニングレイヤ103は、第3オープンインタフェース106を介してユ
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ーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信し、カスタマイズされたネットワ
ークインスタンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って制
御ケイパビリティおよび／または転送ケイパビリティを組み合わせるように構成される。
【００６２】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは、互いに分断され、それぞれ転送レイヤおよび
制御レイヤによって提供され、ケイパビリティオープニングレイヤにオープンにされる。
ケイパビリティオープニングレイヤは、対応するカスタマイズされたネットワークインス
タンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、要求された
ケイパビリティを組み合わせる。したがって、本発明の本実施形態におけるモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従
ってカスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークア
ーキテクチャを実現する。
【００６３】
　ネットワークカスタマイゼーション要求をサブミットするユーザは、企業アプリケーシ
ョン、パーソナルアプリケーション、別の形態のユーザアプリケーション、またはオペレ
ータもしくはサードパーティパートナーの同等物であり得る。ユーザの特定の形態は、本
発明の本実施形態において限定されない。本発明の本実施形態において、モバイルブロー
ドバンドネットワークシステム100は、ユーザによってサブミットされたネットワークカ
スタマイゼーション要求に従って、カスタマイズされたネットワークインスタンスを管理
し得、すなわち、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成するか、削除する
か、または修正し得る。
【００６４】
　たとえば、企業の専用ネットワークを構築することによってネットワークカスタマイゼ
ーションを実現することは、企業にとって非経済的な選択肢である。本発明の本実施形態
によると、オペレータは、より好ましく緊密な協働を実現するように、企業の要求を満た
す仮想のまたはカスタマイズされたネットワークを提供することができる。これらのネッ
トワークカスタマイゼーション要求のために、ネットワークは、オンデマンドリソース割
り当ておよびオンデマンドネットワークケイパビリティカスタマイゼーションを実現する
ための、より効率的でフレキシブルなカスタマイズ可能なケイパビリティを有する必要が
ある。
【００６５】
　転送レイヤ101は、データレイヤまたはユーザレイヤとも呼ばれ得る。転送レイヤ101は
、モバイルブロードバンドネットワークシステム100のネットワーク転送ノードまたはネ
ットワーク交換ノードによって実現される。ネットワーク転送ノードまたはネットワーク
交換ノードの例は、ワイヤレス基地局およびコアネットワークゲートウェイの転送機能部
等を含む。基本の転送ケイパビリティは、物理レイヤの符号化および復号、ならびにパケ
ットデータコンバージェンスプロトコル（Packet Data Convergence Protocol，PDCP）パ
ケットのカプセル化およびデカプセル化、といった基地局のデータプレーン機能と、GPRS
トンネリングプロトコル（GPRS Tunnel Protocol，GTP）もしくはジェネリックルーティ
ングカプセル化（Generic Routing Encapsulation，GRE）のトンネルカプセル化およびデ
カプセル化、ならびにインターネットプロトコル（Internet Protocol，IP）パケットも
しくは媒体アクセス制御（Media Access Control，MAC）パケットの転送およびルーティ
ングといった、ゲートウェイの転送ケイパビリティとを含み得るが、これらに限定されな
い。抽象化または正規化された後、転送レイヤ101の基本の転送ケイパビリティは、第1オ
ープンインタフェース104を介してオープンにされる。第1オープンインタフェース104は
、プログラマブルインタフェースであり得、たとえば、GTPプロトコルまたはH．248のよ
うな別のプロトコルを使用することにより、拡張され得る。選択的に、転送レイヤ101は
、基本のデータ転送機能のみを保持し、すべての他の制御機能は、制御レイヤ102に削ぎ
落とされる。
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【００６６】
　制御レイヤ102は、モバイルブロードバンドネットワークシステム100のネットワーク制
御ノードによって実現される。ネットワーク制御ノードの例は、モビリティ管理ネットワ
ーク要素、基地局コントローラ、ゲートウェイ等の制御機能部を含む。基本の制御ケイパ
ビリティは、モビリティ管理、ベアラ管理、ポリシー制御機能、GTPCプロトコル処理等を
含み得るが、これらに限定されない。
【００６７】
　ケイパビリティオープニングレイヤ103は、モバイルブロードバンドネットワークシス
テム100のケイパビリティオープニングノードまたはケイパビリティオープニングゲート
ウェイによって実現される。ケイパビリティオープニングノードまたはケイパビリティオ
ープニングゲートウェイは、別個に配置されたノードデバイスであり得るか、または、任
意のネットワーク要素に統合されることもでき、たとえば、ゲートウェイに統合され得る
。
【００６８】
　選択的に、別の実施形態として、ケイパビリティオープニングレイヤ103は、第3オープ
ンインタフェース106を介して、カスタマイズされたネットワークインスタンスのための
動作インタフェースをユーザに提供し得るので、ユーザは、カスタマイズされたネットワ
ークインスタンスを使用することにより、映像ダウンロードまたはインターネット通話と
いった特定のサービス動作を行うことができる。このケースでは、ケイパビリティオープ
ニングレイヤ103が、カスタマイズされたネットワークインスタンスのためのユーザの動
作要求を第3オープンインタフェース106を介して受信し得、カスタマイズされたネットワ
ークインスタンスが、要求された動作を完了させるために、動作要求に従って、対応する
転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビリティならびに対応するネットワークリ
ソースを呼び出し、ケイパビリティオープニングレイヤ103が、第3オープンインタフェー
ス106を介してユーザに動作結果を返す。
【００６９】
　選択的に、別の実施形態として、ケイパビリティオープニングレイヤ103は、カスタマ
イズされたネットワークインスタンスの動作ハンドルをユーザに提供し得るので、ユーザ
は、カスタマイズされたネットワーク上で特定のサービスを実行することができる。たと
えば、ケイパビリティオープニングレイヤ103は、カスタマイズされたネットワークイン
スタンスが作成された後、ユーザに動作ハンドルを送出し得る。ユーザによってケイパビ
リティオープニングレイヤ103に送出される動作要求は、ユーザが実行を望むサービス動
作を表すために、特定の動作ハンドルを含み得る。カスタマイズされたネットワークイン
スタンスは、要求された動作を完了させるために、動作要求に含まれた動作ハンドルに従
って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビリティならびに対応する
ネットワークリソースを呼び出し得る。
【００７０】
　本発明の本実施形態では、ネットワークの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリテ
ィが完全に分断され、ネットワークの機能が、制御レイヤ102のサービスソフトウェアに
完全に依存し得、転送レイヤ101とは無関係であることにより、ソフトウェアによって定
義されるよりフレキシブルなネットワークインスタンスを真にサポートする。
【００７１】
　例として4G発展型ノードB、eノードBを使用すると、eノードBは、制御ケイパビリティ
を提供する制御プレーンの発展型ノードB、eノードB-Cと、転送ケイパビリティを提供す
るユーザプレーンの発展型ノードB、eノードB-Uとに分断され得る。
【００７２】
　例としてゲートウェイを使用すると、ゲートウェイは、制御ケイパビリティを提供する
制御プレーンのゲートウェイGW-Cと、転送ケイパビリティを提供するユーザプレーンのゲ
ートウェイGW-Uとに分断され得る。特に、ゲートウェイがパケットデータネットワークゲ
ートウェイ（Packet Data Network Gateway，PGW）である場合、GW-Cは、PGW-Cとして表
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現され得、GW-Uは、PGW-Uとして表現され得、ゲートウェイがサービスゲートウェイ（Ser
vice Gateway，SGW）である場合、GW-Cは、SGW-Cとして表現され得、GW-Uは、SGW-Uとし
て表現され得、ゲートウェイがゲートウェイGPRSサポートノード（Gateway GPRS Support
 Node，GGSN）である場合、GW-Cは、GGSN-Cとして表現され得、GW-Uは、GGSN-Uとして表
現され得る。
【００７３】
　特に、たとえば、GW-Uは、ゲートウェイの特定の機能アプリケーションシナリオを考慮
する必要なく、たとえば、ゲートウェイが3Gアクセスをサポートするゲートウェイであろ
うと、4G（すなわち、LTE）アクセスをサポートするゲートウェイであろうと、パケット
転送、ユーザパケットのトンネルカプセル化およびデカプセル化、QoS保証の実行、課金
の実行（持続時間統計、トラフィック統計、およびイベント報告）、監視の実行等を担う
。選択的に、GW-Uは、キャッシュ、暗号化圧縮、ウィルス防止、ネットワークアドレス変
換（Network Address Transform，NAT）、ディープパケットインスペクション（Deep Pac
ket Inspection，DPI）等をさらに担い得る。
【００７４】
　アプリケーションシナリオは、制御レイヤソフトウェアによって完全に定義され得る。
たとえば、GW-Cは、ポリシー制御、課金制御、監視制御、IPルーティング制御、L2アクセ
ス、モビリティ管理、ベアラ管理等を担う。選択的に、GW-Cは、DPI制御等をさらに担い
得る。
【００７５】
　図2は、GW-CとGW-Uとの間のIPデータ接続を構成（作成／修正）するためのフローの例
である。
【００７６】
　ステップ201：GW-Cが、セッション作成、ベアラ作成、またはパケットデータプロトコ
ル（Packet Data Protocol，PDP）メッセージといった、接続確立要求メッセージを受信
する。接続確立要求メッセージは、接続のIPアドレスタイプ（IPv4、IPv6、またはIPv4＋
IPv6）およびアクセスポイント名（Access Point Name，APN）を含み得る。選択的に、接
続確立要求メッセージは、ピアネットワーク要素についての情報およびデータ接続識別子
情報をさらに含み得る。
【００７７】
　ステップ202：GW-CがUEにIPアドレスを割り当てる。さらに、GW-Cによって割り当てら
れたIPアドレスは、GW-Cの内部アドレスプールから取得され得るか、または、外部の動的
ホスト構成プロトコル（Dynamic Host Configuration Protocol，DHCP）サーバもしくは
認証・許可・アカウンティング（Authentication, Authorization and Accounting，AAA
）サーバから取得されたIPアドレスであることもできる。UEのIPアドレスタイプがIPv4で
ある場合、GW-Cは、UEにIPv4アドレスを割り当てる。UEのIPアドレスタイプ（PDNタイプ
）がIPv6である場合、GW-Cは、UEにIPv6アドレスプレフィックスを割り当てる。UEのIPア
ドレスタイプ（PDNタイプ）がIPv4v6である場合、GW-Cは、UEにIPv4アドレスおよびIPv6
アドレスプレフィックスの両方を割り当てる必要がある。さらに、APNのIPアドレスタイ
プ（PDNタイプ）がGW-C上で構成され得、構成されたIPアドレスタイプおよびUEのIPアド
レスタイプに従って、IPv4アドレスおよび／またはIPv6アドレスがUEに割り当てられるべ
きであると決定される。
【００７８】
　さらに、要求されたAPNが仮想プライベートネットワーク（Virtual Private Network，
VPN）サービスである場合、GW-Cは、VPNアクセス認証処理を完了させ、ピアVPNネットワ
ーク要素についての情報（たとえば、IPアドレスおよびポート番号）ならびにデータ経路
情報（たとえば、データ経路プロトコルおよびデータ経路識別子）を得るために、VPNに
おけるサーバ（これは、RADIUS／DIAMETER／DHCPサーバである）と対話する必要がある。
【００７９】
　ステップ203：GW-Cが、GW-Uにデータフロー転送ルール構成（確立）メッセージを送出
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する。一般的なケースでは、データフロー転送ルール構成（確立）メッセージは、少なく
とも1つのデータフローのチャネル構成情報を搬送する。データフローのチャネル構成情
報は、ローカルネットワーク要素（GW-U）についての情報（オプション）、ピアネットワ
ーク要素についての情報（オプション）、チャネル識別子、データフロー情報、およびデ
ータフローに関連づけられた情報（IPアドレス）を含む。一般的に、データフロー転送ル
ール構成（確立）メッセージは、アクセスネットワークへの少なくとも1つのデータ接続
のデータチャネル構成情報を搬送する。
【００８０】
　さらに、要求された接続がVPNサービスであるシナリオでは、データフロー転送ルール
構成（確立）メッセージは、GW-UとPDNとの間の少なくとも1つのデータチャネルの構成情
報をさらに搬送し得、データチャネルの構成情報は、ローカルネットワーク要素（GW-U）
についての情報、ピアネットワーク要素についての情報、チャネル識別子、データフロー
情報、およびデータフローに関連づけられた情報を含む。ピアネットワーク要素について
の情報は、VPNネットワーク要素情報を含む。チャネル識別子は、VPNを接続するためのト
ンネリングプロトコルおよびトンネル識別子を含む。トンネル識別子の例は、L2TPトンネ
ル識別子、セッション識別子、GRE鍵等を含む。
【００８１】
　ステップ204：GW-Uが、データを伝送するために使用されるデータチャネルを確立し、
対応するデータフロールールを構成する。
【００８２】
　ステップ205：GW-Uが、GW-Cにデータフロー転送ルール構成（確立）応答メッセージを
返す。GW-Cがデータフロー転送ルール構成（確立）メッセージにおいてローカルネットワ
ーク要素（GW-U）についての情報を搬送しない場合、GW-Uが、応答メッセージにおいてロ
ーカルネットワーク要素についての情報を搬送し得る。
【００８３】
　ステップ206：GW-Cが、接続確立応答メッセージを返す。接続確立応答メッセージは、
ローカルネットワーク要素（GW-U）についての情報およびUEのIPアドレス情報を含む。
【００８４】
　接続確立要求メッセージがピアネットワーク要素についての情報を含まない場合、ステ
ップ207からステップ210がさらに実行され得る。
【００８５】
　ステップ207：GW-Cが、接続修正要求メッセージ（たとえば、ベアラ変更要求またはPDP
更新要求）を受信する。接続修正要求メッセージは、ピアネットワーク要素についての情
報を搬送する。
【００８６】
　ステップ208：GW-Cが、データフロー転送ルール構成（修正）要求メッセージを送出し
、データフロー転送ルール構成（修正）要求メッセージは、ピアネットワーク要素につい
ての情報を含む。
【００８７】
　ステップ209：GW-Uが、確立されたデータ接続の構成情報におけるピアネットワーク要
素についての情報を更新する。GW-Uが、データフロー転送ルール構成（修正）応答メッセ
ージを返す。
【００８８】
　ステップ210：GW-Cが、接続修正応答メッセージを返す。
【００８９】
　このように、ゲートウェイのユーザプレーンからのゲートウェイの制御プレーンの分離
が実現される。本発明の本実施形態において、GW-Cの実現は、制御レイヤの一部であり、
GW-Uの実現は、転送レイヤの一部である。
【００９０】
　図3は、本発明の実施形態に係るMBBネットワークシステムの別の例の模式的なアーキテ
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クチャの図である。図3に示されたMBBネットワークシステム300は、図1に示されたモバイ
ルブロードバンドネットワークシステム100の特定の例であり、図3は、MBBネットワーク
システム300のサブレイヤ構造を示す。
【００９１】
　図3に示されているように、MBBネットワークシステム300は、転送レイヤ310、制御レイ
ヤ320、およびケイパビリティオープニングレイヤ330を含む。
【００９２】
　制御レイヤ320は、転送レイヤ310の転送動作を制御するために、第1オープンインタフ
ェース340を介して転送レイヤ310と対話するように構成された、転送制御／リソース管理
サブレイヤ321を含む。
【００９３】
　転送レイヤ310は、転送レイヤ310のアクセスリソースおよび転送リソースを管理するよ
うに構成された、転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤ311をさ
らに含む。選択的に、別の実施形態として、転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージ
ェントサブレイヤ311は、転送レイヤ310の転送ケイパビリティを抽象化し、抽象化された
転送ケイパビリティについての情報を第1オープンインタフェース340を介して制御レイヤ
320の転送制御／リソース管理サブレイヤ321に提供するようにさらに構成される。
【００９４】
　しかしながら、本発明の本実施形態において、転送ケイパビリティ抽象化／リソースエ
ージェントサブレイヤ311はまた、転送ケイパビリティに抽象化処理を行わないこともで
き、その代わりに、制御レイヤ320のケイパビリティ抽象化サブレイヤ323が抽象化処理を
行う。たとえば、転送レイヤ310の転送ケイパビリティが、制御レイヤ320によってローカ
ルに構成され、転送レイヤ310によって制御レイヤ320に通知される必要がない場合、ケイ
パビリティ抽象化サブレイヤ323が直接、転送ケイパビリティに抽象化処理を行い得る。
【００９５】
　特に、図3に示されているように、転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェント
サブレイヤ311は、ネットワーク転送ノード312またはネットワーク交換ノード313に実装
され得、ネットワーク転送ノード312またはネットワーク交換ノード313の転送ケイパビリ
ティを抽象化し得る。ケイパビリティの抽象化は、アトミックレベルのケイパビリティを
得るために、異なるプラットフォームまたは技術のさまざまなケイパビリティを正規化し
、分類し、集約することにより、特定のプラットフォームおよび技術を上位レイヤからシ
ールドすることを言う。たとえば、異なる通信規格において、QoSの特定の定義および実
装形態（たとえば、ソフトウェアの形態またはハードウェアの形態）は、異なり得るが、
保証される必要があるスループット、伝送遅延、または誤り率、といった同一のまたは同
様の性質のパラメータを含み得る。QoS関連ケイパビリティの抽象化中、そのようなパラ
メータは、アトミックレベルのQoSケイパビリティを得るために分類および集約のために
抽出される。加えて、異なるアプリケーションは、異なる課金方法を要求し、異なる課金
方法は、リアルタイム性によってオンライン課金およびオフライン課金に分類され得、料
金によって線形的な課金、パッケージ課金等に分類され得る。しかしながら、これらのす
べては、時間ベース、トラフィックベース、またはイベントベースの課金に抽象化され得
る。転送レイヤが時間ベースおよびトラフィックベースの統計および報告を提供し、イベ
ントベースのサブスクリプションおよび報告をサポートする限り、すべての関連課金要件
が満たされ得る。別の例のために、パケットヘッダのトンネルカプセル化およびデカプセ
ル化が、指定されたオフセット、指定されたパケット長のパケットヘッダに従って、カプ
セル化またはデカプセル化として一様に抽象化され得るので、トンネリングプロトコルに
よって要求されるすべてのカプセル化およびデカプセル化動作がサポートされ得る。
【００９６】
　図3では、簡潔性のために、1つのネットワーク転送ノード312および1つのネットワーク
交換ノード313のみが示されている。しかしながら、本発明の本実施形態では、転送レイ
ヤ310に含まれるネットワーク転送ノード312またはネットワーク交換ノード313の数は限
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定されない。
【００９７】
　制御レイヤ320は、ネットワークアプリケーションサブレイヤ322をさらに含む。ネット
ワークアプリケーションサブレイヤ322は、1つ以上のネットワークアプリケーションを含
み、各々のネットワークアプリケーションは、モバイルアクセス制御、モビリティ管理、
ポリシーおよび課金機能、またはエンドユーザサブスクリプション情報管理といった、特
定の制御ケイパビリティを実現する。ネットワークアプリケーションの機能は、特定のプ
ラットフォームおよび技術に関連する。
【００９８】
　制御レイヤ320は、アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティ
を得るために転送レイヤ310の転送ケイパビリティおよび制御レイヤ320の制御ケイパビリ
ティを抽象化し、アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを第
2オープンインタフェース350を介してケイパビリティオープニングレイヤ330にオープン
にするように構成された、ケイパビリティ抽象化サブレイヤ323をさらに含む。
【００９９】
　選択的に、一実施形態として、ケイパビリティ抽象化サブレイヤ323は、図3に示された
ケイパビリティプラグイン324のようなケイパビリティプラグイン手法でアトミックレベ
ルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをオープンにし得る。ケイパビリティ
プラグイン手法は、ケイパビリティオープニングレイヤ330のケイパビリティの組み合わ
せをより良好に容易にする。簡潔性のために、図3は、2つのケイパビリティプラグイン32
4を示す。しかしながら、本発明の本実施形態において、ケイパビリティプラグインの数
は限定されない。
【０１００】
　特に、ケイパビリティ抽象化サブレイヤ323は、MBBネットワークシステム300全体のネ
ットワークケイパビリティ（制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを含む）の抽
象化処理、分類、および集約、ならびに下位レイヤの特定の実装プラットフォームおよび
技術を上位レイヤからシールドすることを担う。
【０１０１】
　ケイパビリティオープニングレイヤ330は、ユーザのカスタマイゼーション要求を満た
すように異なるカスタマイズされたネットワークインスタンスを形成するために、単一の
散在させられたアトミックレベルのネットワークケイパビリティを組み合わせることを担
う。ケイパビリティオープニングレイヤ330は、第3オープンインタフェース360を介して
ユーザにMBBネットワークシステム300のネットワークケイパビリティをオープンにする。
選択的に、第3オープンインタフェース360は、ウェブインタフェースおよび／またはアプ
リケーションプログラミングインタフェース（Application Programming Interface，API
）を含み得ることにより、外部にオープンにされ得るAPI、および、ケイパビリティカス
タマイゼーション要求の入口を形成して、上位レイヤサービスアプリケーションにサービ
ス提供する。
【０１０２】
　特に、ケイパビリティオープニングレイヤ330は、ネットワークカスタマイゼーション
要求に従って、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成、削除、または修正
するために、第3オープンインタフェース360を介してユーザからネットワークカスタマイ
ゼーション要求を受信し得る。
【０１０３】
　加えて、ケイパビリティオープニングレイヤ330は、カスタマイズされたネットワーク
インスタンスのためのユーザの動作要求を第3オープンインタフェース360を介して受信し
得、カスタマイズされたネットワークインスタンスは、要求された動作を完了させるため
に、動作要求に従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビリティ
ならびに対応するネットワークリソースを呼び出す。続いて、ケイパビリティオープニン
グレイヤ330は、第3オープンインタフェース360を介してユーザに動作結果を返す。
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【０１０４】
　このように、転送レイヤ、制御レイヤ、およびケイパビリティレイヤの階層アーキテク
チャを使用することにより、ネットワークカスタマイゼーションおよびカスタマイズされ
たネットワークのための動作が、本発明の本実施形態においてフレキシブルに実現され得
る。
【０１０５】
　図4は、本発明の実施形態に係るMBBネットワークシステムの別の例の模式的なアーキテ
クチャの図である。図4におけるMBBネットワークシステム400は、図3におけるMBBネット
ワークシステム300の特定の例であり、図4は、MBBネットワークシステム400のいくつかの
特定の機能ユニットを示す。
【０１０６】
　MBBネットワークシステム400は、転送レイヤ410、制御レイヤ420、およびケイパビリテ
ィオープニングレイヤ430を含む。簡潔性のために、図4は、レイヤ間のインタフェースを
示していない。
【０１０７】
　転送レイヤ410は、転送ケイパビリティ抽象化ユニット411、ワイヤレスアクセスエージ
ェント412、および転送エージェント413を含む。転送ケイパビリティ抽象化ユニット411
、ワイヤレスアクセスエージェント412、および転送エージェント413は共に、図3におけ
る転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤ311を実現する。
【０１０８】
　転送ケイパビリティ抽象化ユニット411は、転送レイヤの転送ケイパビリティを抽象化
することを担い、抽象化された転送ケイパビリティをプログラマブルインタフェースを介
して制御レイヤ420の転送制御およびネットワークリソース管理ユニット421にオープンに
する。転送制御およびネットワークリソース管理ユニット421は、図3における転送制御／
リソース管理サブレイヤ321を実現する。
【０１０９】
　別の態様によると、転送制御およびネットワークリソース管理ユニット421は、プログ
ラマブルインタフェースを介して下方に転送レイヤ410の転送動作を制御し得る。
【０１１０】
　ワイヤレスアクセスエージェント412は、ワイヤレス基地局のエアインタフェースリソ
ース管理のようなアクセスリソースのローカルな管理を担う。転送エージェント413は、
ゲートウェイおよび基地局のデータ転送リソースのようなネットワークデータ転送リソー
スのローカルな管理を担う。アクセスリソースおよび転送リソースは、転送レイヤ410の
ネットワークリソースを形成する。
【０１１１】
　制御レイヤ420は、制御レイヤ420の制御リソースを管理するように構成された制御リソ
ースエージェント424をさらに含む。制御リソースは、コンピューティングリソース、ス
トレージリソース等を含み得る。アクセスリソース、転送リソース、および制御リソース
は、MBBネットワークシステム400のネットワークリソースを形成する。
【０１１２】
　ワイヤレスアクセスエージェント412は、アクセスリソースについての情報を転送制御
およびネットワークリソース管理ユニット421に提供し、転送エージェント413は、転送リ
ソースについての情報を転送制御およびネットワークリソース管理ユニット421に提供す
る。別の態様によると、制御リソースエージェント424は、制御リソースについての情報
を転送制御およびネットワークリソース管理ユニット421に提供する。
【０１１３】
　転送制御およびネットワークリソース管理ユニット421は、アクセスリソースおよび転
送リソースについての情報ならびに制御リソースについての情報に従って、カスタマイズ
されたネットワークのネットワークリソースを管理し得、たとえば、カスタマイズされた
ネットワークの作成中にネットワークリソースを要求し、割り当て得、カスタマイズされ
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たネットワークの動作処理において対応するリソースを呼び出し得る。
【０１１４】
　制御レイヤ420は、N個のネットワークアプリケーション422-1から422-Nを含み、その各
々は、モバイルアクセス制御、モビリティ管理、ポリシーおよび課金機能、またはエンド
ユーザサブスクリプション情報管理といった、特定の制御ケイパビリティを実現する。こ
れらの機能は、特定のプラットフォームおよび技術に関連する。ネットワークアプリケー
ション422-1から422-Nは、図3に示されたネットワークアプリケーションサブレイヤ322を
実現する。以下の説明において、ネットワークアプリケーション422-1から422-Nは、ネッ
トワークアプリケーション422と総称される。
【０１１５】
　制御レイヤ420は、アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニット423をさらに含
む。アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニット423は、図3に示されたケイパビ
リティ抽象化サブレイヤ323を実現し、MBBネットワーク400のネットワークケイパビリテ
ィ（制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを含む）を分類および集約すること、
MBBネットワークシステム400のさまざまなアトミックレベルのネットワークケイパビリテ
ィをケイパビリティプラグイン（図4に示された円によって示されている）手法でケイパ
ビリティオープニングレイヤ430にオープンにすること、および下位レイヤの特定の実装
プラットフォームおよび技術をシールドすることを担う。アトミックレベルのネットワー
クケイパビリティの例は、フロー転送ケイパビリティ（QoS）、ユーザ知覚ケイパビリテ
ィ（識別子、場所、サブスクリプション属性、パッケージ、および関心）、パイプリソー
ス定義ケイパビリティ（トポロジー、性能、容量、信頼性、および時間有効性）等を含む
がこれらに限定されない。
【０１１６】
　同一のアトミックネットワークケイパビリティが複数のネットワークインスタンスによ
って同時に呼び出され得、同一のカテゴリのリソースの競合および衝突を引き起こす。そ
のようなケースを回避し、異なるインスタンスによって行われるリソース呼び出しの独立
性およびサービス品質を実現するために、制御レイヤ420のアトミックネットワークケイ
パビリティ管理ユニット423は、アトミックネットワークケイパビリティ仮想化機能を実
現すること、すなわち、各々の種類のアトミックネットワークケイパビリティを複数の同
一のインスタンスへと仮想化することができ、各々の仮想アトミックネットワークケイパ
ビリティが、異なるモバイルネットワークインスタンスによって別個に呼び出される。イ
ンタフェース帯域幅、転送レート、および呼び出し優先順位といったSLAパラメータが、
仮想アトミックネットワークケイパビリティに対応するネットワークリソースの使用のサ
ービス品質を決定する。アトミックネットワークケイパビリティの仮想化を実現するため
の方法は、リソースフラグメンテーション方法またはリソース仮想化インスタンス方法を
含む。いわゆるリソースフラグメンテーション方法では、すべての仮想アトミックネット
ワークケイパビリティが、同一のネットワークアプリケーションおよび転送リソースを共
有し、各々の仮想インスタンスが、異なるリソース空間、たとえば、IPアドレスセグメン
ト、フローエントリレンジ、またはポートレンジを占有するが、いわゆるリソース仮想化
インスタンス方法では、各々の仮想アトミックネットワークケイパビリティのために、ア
トミックネットワークケイパビリティ管理ユニットが、独立したネットワークアプリケー
ションおよび転送インスタンス、たとえば、論理的に完全に孤立した仮想マシンを作成す
る。仮想マシンリソース管理ユニットは、制御プレーン上でグローバルな仮想マシンを管
理し得る。
【０１１７】
　ケイパビリティオープニングレイヤ430は、オンデマンドモバイルネットワーク（On De
mand Mobile Network，ODMN）ウェブポータル431を含み、オンデマンドモバイルネットワ
ークウェブポータル431は、オペレータおよびサードパーティパートナーによるアクセス
のためのウェブサービスに基づいたオープンインタフェースを提供する。ODMNウェブポー
タル431は、図3に示された第3オープンインタフェース360の実装形態である。
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【０１１８】
　ケイパビリティオープニングレイヤ430は、アクセス制御ユニット432、サブスクリプシ
ョンデータベース433、およびポリシーデータベース434をさらに含む。サブスクリプショ
ンデータベース433は、モバイルのカスタマイズ可能なネットワークの所有者のユーザ識
別子およびユーザクラスのようなユーザの認証情報、ならびに、ネットワークリソースま
たは機能の使用についてのサービスレベルアグリーメント（Service Level Agreement，S
LA）を格納および管理する。ポリシーデータベース434は、ケイパビリティオープニング
およびユーザのカスタマイズされたポリシー情報を格納および管理し、たとえば、モバイ
ルのカスタマイズ可能なネットワークの作成、動作、修正、または削除の処理における、
シングルユーザポリシーおよびグローバルシステムポリシーを含む、ポリシー情報を格納
する。シングルユーザポリシーは、リソースおよび機能の使用についてのユーザの異なる
クラスのための制限、料金等を規定し、グローバルシステムポリシーは、たとえば、複数
のモバイルのカスタマイズ可能なネットワーク間のリソース割り当てのためのルールを含
む。
【０１１９】
　アクセス制御ユニット432は、サブスクリプションデータベースに格納された認証情報
に従ってユーザを認証し、ポリシーデータベースに格納されたポリシー情報に従ってユー
ザのアクセスポリシーを決定し、ユーザの認証結果およびアクセスポリシーをODMNイネー
ブラ（enabler）435に提供する。
【０１２０】
　アクセス制御ユニット432は、ネットワークカスタマイゼーション要求または動作要求
がユーザから受信された場合に、上記認証およびポリシー決定処理を実行し得る。たとえ
ば、アクセス制御ユニット432は、アクセス要求をサブミットしたユーザの識別を認証し
、アクセス要求が許可および許容されたサービス範囲内であるか否かをチェックする。別
の例では、アクセス制御ユニット432は、要求を提出したユーザがMBBネットワークシステ
ム400の所有者とのアグリーメントに署名した許可されたパートナーであるか否か、およ
び、ユーザが要求に含まれる仮想ネットワークまたはカスタマイズされたネットワークイ
ンスタンスのための対応する許可を有するか否かを認証する。
【０１２１】
　図4において、アクセス制御ユニット432、サブスクリプションデータベース433、およ
びポリシーデータベース434は、ケイパビリティオープニングレイヤ430に統合される。し
かしながら、本発明の本実施形態は、本明細書において限定されない。アクセス制御ユニ
ット432、サブスクリプションデータベース433、および／またはポリシーデータベース43
4は、ケイパビリティオープニングレイヤ430から独立した部分としても機能し得る。
【０１２２】
　ODMNイネーブラ435は、利用可能なネットワークリソースを、認証および許可後にネッ
トワークカスタマイゼーション要求に従って適用することを担う。ODMNイネーブラ435は
、アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニット423からアトミックレベルの制御
ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを取得し、カスタマイズされたネットワークイ
ンスタンスを作成、修正、または削除するためにネットワークカスタマイゼーション要求
に従ってアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを組み合わせ
る。作成されたカスタマイズされたネットワークインスタンスは、カスタマイズされたネ
ットワークインスタンスのセット436に格納され得る。各々のカスタマイズされたネット
ワークインスタンスは、対応する制御ケイパビリティおよび／または転送ケイパビリティ
についての情報を記録し、これらのケイパビリティ間の相互関係を記録する。
【０１２３】
　特に、ODMNイネーブラ435は、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、要求
されたアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを選択し、アト
ミックネットワークケイパビリティ管理ユニット423にリソース割り当て要求を送出し、
リソース割り当て要求に従ってアトミックネットワークケイパビリティ管理ユニット423
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により行われたネットワークリソース割り当ての結果を受信し、カスタマイズされたネッ
トワークインスタンスを作成、修正、または削除するために、ネットワークリソース割り
当ての結果に基づいて、選択されたアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケ
イパビリティを組み合わせる。ネットワークリソース割り当て処理は、転送制御およびネ
ットワークリソース管理ユニット421、ネットワークアプリケーション422、制御リソース
エージェント424、およびワイヤレスアクセスエージェント412、または転送エージェント
413の参加をさらに必要とし得る。
【０１２４】
　加えて、ODMNイネーブラ435は、監視ユニット4351または構成ユニット4352を含み得る
。監視ユニット4351は、カスタマイズされたネットワークインスタンスのステータス監視
および故障検出を実行するように構成される。構成ユニット4352は、たとえば、通信リン
クおよび仮想マシンの自動管理であるがこれらに限定されない、カスタマイズされたネッ
トワークインスタンスの構成管理を実行するように構成される。
【０１２５】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムは、それ
自身のネットワークケイパビリティを、呼び出すべきアプリケーションのためにアプリケ
ーションにオープンにすることにより、さらなるモバイルアプリケーションのためのユー
ザ体験の改善およびサービスのイノベーションの促進に役立つことができ、モバイルネッ
トワークの全体的な効率もまた改善され得、新たなビジネスモデルが高価値なアプリケー
ションのために開発されることができ、はるかにより高い付加的な価値、たとえば、オー
プンAPIから利益を得る呼び出しサービスがサービストラフィックを超えて得られること
ができる。
【０１２６】
　加えて、ワイヤレススペクトル、サイト、およびライセンスの不足に起因して、ならび
に、増え続けるコストに起因して、オペレータは、ワイヤレススペクトル、サイト、およ
び動作ライセンスを共有することに対する強い要求を有する。仮想動作シナリオ、および
ネットワークの需要が、より一般的になっている。オペレータの役割が将来的に分化され
、彼らの作業がセグメント化されて専用インフラストラクチャプロバイダ、仮想ネットワ
ークプロバイダ、および仮想ネットワークオペレータを生じさせることが、予測され得る
。インフラストラクチャプロバイダは、物理ネットワーク設備を構築することを特に担い
、仮想ネットワークプロバイダは、インフラストラクチャプロバイダからのリソースをカ
スタマイズし、使用すべき仮想ネットワークオペレータのための仮想ネットワークを構築
し、仮想ネットワークオペレータは、ネットワーク動作にフォーカスし、モバイルネット
ワークのための上位レイヤモバイルアプリケーションの要求を満たすようにモバイル通信
サービスを提供する。仮想ネットワーク動作のための要求に応じて、モバイルネットワー
クはまた、オンデマンドのカスタマイゼーション要求を満たすためにより高いフレキシビ
リティを有しなくてはならない。
【０１２７】
　本発明の本実施形態において提供されるモバイルブロードバンドネットワークシステム
は、オンデマンドのカスタマイゼーションを実現することができ、制御および転送が分断
されたネットワークアーキテクチャに基づいて、プログラマブルインタフェースを外部に
提供し、オンデマンドでネットワークをカスタマイズするために外部アプリケーションの
要件をサポートする。本発明の本実施形態に係るモバイルブロードバンドネットワークシ
ステムは、より高いフレキシビリティを有し、上記ネットワークカスタマイゼーション要
求を満たすことによって、上位レイヤモバイルアプリケーションのイノベーションを促進
し、オペレータが高価値なアプリケーションを発見するのに役立つことができ、ネットワ
ークパイプの収益性を改善し得、競争力を得ることができる。
【０１２８】
　以下は、特定の実施形態に関連して、図1から図4におけるMBBネットワークシステムの
応用例を説明する。図5および図6における実施形態は、本発明の実施形態の範囲を限定す
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るのではなく、単に、当業者が本発明の実施形態において提供されるMBBネットワークシ
ステムの応用手法をより明確に理解するのに役立つように意図されていることに注意され
たい。
【０１２９】
　図5は、本発明の実施形態に係るオンデマンドでモバイルブロードバンドネットワーク
をカスタマイズする処理の模式的なフローチャートである。理解を容易にするために、図
5における例示的な処理は、図4の特定のユニットに関連して説明される。
【０１３０】
　ステップ501：アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットが、転送レイヤの
転送ケイパビリティおよび制御レイヤの制御ケイパビリティを含む新たな基本のネットワ
ークケイパビリティをODMNイネーブラに登録する。
【０１３１】
　アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットは、制御レイヤにおけるすべての
ネットワークアプリケーション（たとえば、モビリティ管理機能、ユーザサブスクリプシ
ョン情報管理機能、ポリシーおよび課金管理機能、ならびにネットワークトポロジーリソ
ース管理機能）を管理し、さまざまなタイプの機能を基本のアトミックケイパビリティへ
と抽象化し、アクセスすべきローカルアプリケーションプログラムもしくは遠隔モジュー
ルのために呼び出され得るAPIまたはメッセージインタフェースを提供する。すべての新
たな抽象化されたアトミックケイパビリティは、ODMNイネーブラに登録される必要がある
ので、ODMNイネーブラは、要求に従って、すべての既存のアトミックケイパビリティに基
づいてアトミックケイパビリティを選択し、選択されたアトミックケイパビリティを組み
合わせて、複合的かつ完全なネットワークサービスケイパビリティにする。
【０１３２】
　ステップ502：カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成するためにウェブ
ポータルページ上でモバイルネットワークカスタマイゼーション要求を入力する。モバイ
ルネットワークカスタマイゼーション要求は、モバイルブロードバンドネットワークをカ
スタマイズするために必要とされるパラメータ、たとえば、アクセスタイプ、カバレッジ
範囲、最大ユーザ数、およびQoSパラメータを含む。このステップは、既存のカスタマイ
ズされたモバイルネットワークインスタンスを修正または削除するためにも使用されるこ
とができ、このケースでは、要求メッセージは、モバイルネットワークインスタンスのハ
ンドルを搬送することも必要とする。
【０１３３】
　ステップ503：アクセス制御ユニットにモバイルネットワークカスタマイゼーション要
求をサブミットする。
【０１３４】
　ステップ504：アクセス制御ユニットが、サブスクリプション情報およびポリシーデー
タベース情報に従って、モバイルネットワークカスタマイゼーション要求の認証および許
可を完了させる。
【０１３５】
　ステップ505：認証および許可に合格したモバイルネットワークカスタマイゼーション
要求をODMNイネーブラに送出する。
【０１３６】
　ステップ506：ODMNイネーブラが、入力されたネットワークカスタマイゼーションパラ
メータに従って、ネットワークインスタンスを作成するために必要とされるアトミックネ
ットワークケイパビリティのセットを選択し、選択されたネットワークケイパビリティを
組み合わせて、要求されたネットワーク機能にする。
【０１３７】
　たとえば、4Gネットワークが作成される場合、モビリティ管理エンティティ（Mobility
 Management Entity，MME）のモビリティ管理アトミックケイパビリティ、PCRFのポリシ
ーおよび課金アトミックケイパビリティ、PGW-Cのゲートウェイ制御アトミックケイパビ
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リティ、SGW-Cのゲートウェイ制御アトミックケイパビリティ、ならびにeノードB-Cのア
クセス制御アトミックケイパビリティが選択される必要がある。
【０１３８】
　別の例のために、3Gネットワークが作成される場合、SGSNのモビリティ管理アトミック
ケイパビリティ、GGSN-Cのゲートウェイ制御アトミックケイパビリティ、およびRNCの制
御アトミックケイパビリティが選択され得る。
【０１３９】
　加えて、本発明の本実施形態では、ゲートウェイのための制御機能および転送機能が分
断されているので、GTP-Cの処理部といったゲートウェイの制御機能は、PGW-C、SGW-C、
またはGGSN-Cといったゲートウェイ制御アトミックケイパビリティへと抽象化され得、ゲ
ートウェイのパケット処理および転送は、同一のGTP-Uパケット処理メカニズムを使用す
る。したがって、ユーザが3Gネットワークをカスタマイズしようと4Gネットワークをカス
タマイズしようと、ハードウェアによって実装され得る転送レイヤをカスタマイズする代
わりに、制御レイヤの異なるアトミックケイパビリティが、完全に同一の転送レイヤと協
働するようにカスタマイズされる必要があるだけであり、これにより、カスタマイゼーシ
ョン効率を著しく改善する。
【０１４０】
　上記は、モバイルネットワークインスタンスを作成するための要求である。モバイルネ
ットワークインスタンスを修正するための要求では、既存のアトミックネットワークケイ
パビリティのセットにアトミックネットワークケイパビリティを追加する動作、および、
既存のアトミックネットワークケイパビリティのセットからアトミックネットワークケイ
パビリティを削除する動作がさらに含まれる。モバイルネットワークインスタンスを削除
するための要求では、要求されたモバイルネットワークインスタンスを削除するためにス
テップ510が直接行われる。
【０１４１】
　ステップ507：ODMNイネーブラが、カスタマイズされたモバイルネットワークによって
要求されたアトミックネットワークケイパビリティのためのリソース割り当て要求を、制
御レイヤのアトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットに送出する。リソース割
り当て要求は、ネットワークインスタンス識別子、関連するユーザのサービスレベルアグ
リーメントについての情報等を含み得る。ある特定のアトミックネットワークケイパビリ
ティがステップ502からステップ506において削除される必要がある場合、このステップは
、制御レイヤのアトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットにリソース解放要求
を送出する。
【０１４２】
　ステップ508：アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットが、アトミックネ
ットワークケイパビリティのためのリソース割り当て要求を受信し、SLA情報に従って、S
LA要求を満たすリソースをモバイルネットワークインスタンスに割り当てる。リソース割
り当て要求がアトミックネットワークケイパビリティリソースを削除するための要求であ
る場合、占有されているネットワークリソースが解放される。
【０１４３】
　同一のアトミックネットワークケイパビリティが複数のネットワークインスタンスによ
って同時に呼び出され得、同一のカテゴリのリソースの競合および衝突を引き起こす。そ
のようなケースを回避し、異なるインスタンスによって行われるリソース呼び出しの独立
性およびサービス品質を実現するために、アトミックネットワークケイパビリティ管理ユ
ニットは、アトミックネットワークケイパビリティ仮想化機能を実現し、すなわち、各々
の種類のアトミックネットワークケイパビリティが複数の同一のインスタンスへと仮想化
され、各々の仮想アトミックネットワークケイパビリティが、異なるモバイルネットワー
クインスタンスによって別個に呼び出される。インタフェース帯域幅、転送レート、およ
び呼び出し優先順位といったSLAパラメータが、仮想アトミックネットワークケイパビリ
ティに対応するネットワークリソースの使用のサービス品質を決定する。アトミックネッ
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トワークケイパビリティの仮想化を実現するための方法は、リソースフラグメンテーショ
ン方法またはリソース仮想化インスタンス方法を含む。いわゆるリソースフラグメンテー
ション方法では、すべての仮想アトミックネットワークケイパビリティが、同一のネット
ワークアプリケーションおよび転送リソースを共有し、各々の仮想インスタンスが、異な
るリソース空間、たとえば、IPアドレスセグメント、フローエントリレンジ、またはポー
トレンジを占有するが、いわゆるリソース仮想化インスタンス方法では、各々の仮想アト
ミックネットワークケイパビリティのために、アトミックネットワークケイパビリティ管
理ユニットが、独立したネットワークアプリケーションおよび転送インスタンス、たとえ
ば、論理的に完全に孤立した仮想マシンを作成する。
【０１４４】
　たとえば、2つの4Gモバイルネットワークインスタンスが作成される場合、リソースフ
ラグメンテーション方法では、2つのネットワークインスタンスにおけるMMEアトミックケ
イパビリティおよびGW-Cアトミックケイパビリティが、同一のMMEネットワークアプリケ
ーションおよびGW-Cネットワークアプリケーションを共有する。2つのネットワークを区
別するために、異なるTEID割り当て空間または異なるIPアドレスセグメント割り当て空間
といった異なるリソース空間が、MMEネットワークアプリケーションおよびGW-Cネットワ
ークアプリケーションにおいて異なるネットワークに割り当てられる。転送制御およびモ
バイルネットワーク管理ユニットは、ワイヤレスアクセスエージェントおよび転送エージ
ェントを使用することにより、制御レイヤにおけるネットワークアプリケーションのリソ
ース空間を、転送およびアクセスリソースの異なるフローテーブル空間にさらに同時にマ
ッピングする。リソース仮想化インスタンス方法では、制御レイヤが、対応する仮想MME
ネットワークアプリケーションおよび対応する仮想GW-Cネットワークアプリケーションを
、それぞれ、2つのネットワークインスタンスにおけるMMEアトミックケイパビリティおよ
びGW-Cアトミックケイパビリティのために作成するので、各々のネットワークインスタン
スにおけるアトミックケイパビリティは、独立した仮想ネットワークアプリケーションに
対応する。要求された仮想ネットワークアプリケーションは、仮想マシンによって作成さ
れ得る。転送制御およびモバイルネットワーク管理ユニットは、アクセスリソースおよび
転送リソースの仮想化を実現するために、仮想GW-Cネットワークアプリケーションに対応
する仮想ワイヤレスアクセスエージェントおよび転送エージェントをさらに作成する。
【０１４５】
　ステップ509：アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットが、アトミックネ
ットワークケイパビリティリソース割り当て結果をODMNイネーブラに返す。
【０１４６】
　ステップ510：要求されたモバイルネットワークインスタンスにおけるすべての要求さ
れたアトミックネットワークケイパビリティリソースが割り当てに成功した場合、ODMNイ
ネーブラは、要求されたアトミックネットワークケイパビリティのセットを組み合わせる
ことによって得られる、要求されたカスタマイズされたモバイルネットワークインスタン
スを作成する。既存のモバイルネットワークインスタンスが修正される場合、モバイルネ
ットワークインスタンスにおけるアトミックネットワークケイパビリティのセットが、追
加または削除動作に従って更新される。既存のモバイルネットワークインスタンスが削除
される場合、インスタンスに含まれるすべてのアトミックネットワーク機能によって占有
されているネットワークリソースが解放され、モバイルネットワークインスタンスが削除
される。
【０１４７】
　ステップ511：ODMNイネーブラが、モバイルネットワークインスタンスの後の動作のた
めの索引付けを容易にするために、アクセス制御ユニットにモバイルネットワークインス
タンスのハンドルを返す。
【０１４８】
　ステップ512：アクセス制御ユニットが、モバイルネットワークインスタンスが作成さ
れたことを示す結果を、ウェブポータルに返し、表示する。
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【０１４９】
　ステップ513：ユーザが、エンドユーザ情報またはネットワークリソースの照会、修正
、または削除といった、カスタマイズされたネットワークインスタンスのためのさまざま
なリソースまたはサービス動作をウェブポータルページ上で行う。
【０１５０】
　ステップ514：ウェブポータルページが、アクセス制御ユニットにユーザの動作要求を
サブミットし、動作要求は、モバイルネットワークインスタンスのハンドルを含む。アク
セス制御ユニットは、モバイルネットワークインスタンスのハンドルに従って、対応する
モバイルネットワークインスタンスに動作要求を転送する。
【０１５１】
　ステップ515：モバイルネットワークインスタンスが、動作アイテムに従って、アトミ
ックネットワークケイパビリティ管理ユニットから、関連づけられた仮想アトミックネッ
トワークケイパビリティを呼び出す。
【０１５２】
　ステップ516：アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットが、受信された要
求に従って、仮想アトミックネットワークケイパビリティに対応するネットワークアプリ
ケーションを呼び出す。
【０１５３】
　ステップ517：上記動作が転送アクセスリソースのための動作を含む場合、ネットワー
クアプリケーションは、対応するネットワークリソース動作要求を、転送制御およびモバ
イルネットワーク管理ユニットに送出する。
【０１５４】
　ステップ518：転送制御およびモバイルネットワーク管理ユニットが、アクセスおよび
転送リソースのための動作を実現するために、要求に従ってワイヤレスアクセスエージェ
ントおよび転送エージェントと対話する。
【０１５５】
　ステップ519：転送制御およびモバイルネットワーク管理ユニットが、ネットワークリ
ソース動作結果をネットワークアプリケーションに返す。
【０１５６】
　ステップ520：ネットワークアプリケーションが、ネットワークアプリケーション実行
結果をアトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットに返す。
【０１５７】
　ステップ521：アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニットが、仮想アトミッ
クネットワークケイパビリティの実行結果をモバイルネットワークインスタンスに返す。
【０１５８】
　ステップ522：モバイルネットワークインスタンスが、アクセス制御ユニットを使用す
ることにより、ネットワークインスタンスの動作の実行結果をウェブポータルに返す。
【０１５９】
　このように、モバイルブロードバンドネットワークのオンデマンドのカスタマイゼーシ
ョンが実現され得る。図5における実施形態によると、異なる特徴および仕様の仮想モバ
イルブロードバンドネットワークがカスタマイズされることができ、この基本の方法によ
って、サービスがまた、産業アプリケーションまたは企業に、これらの重要な顧客によっ
て要求される専用モバイルブロードバンドネットワークをカスタマイズするために提供さ
れ得る。
【０１６０】
　図6は、本発明の別の実施形態に係るオンデマンドでモバイルブロードバンドネットワ
ークをカスタマイズする処理の模式的なフローチャートである。図6は、コンテンツ配信
ネットワーク（Content Distribution Network，CDN）サービスプロバイダがモバイルブ
ロードバンドネットワークをカスタマイズする特定のシナリオの例である。本実施形態は
、図5における実現手法に基づく。
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【０１６１】
　ある特定のCDNサービスプロバイダが、CDN専用でありかつサービスの加速をサポートす
るモバイルブロードバンドネットワークを構築する必要がある、と想定する。サービスの
加速とは、モバイルブロードバンドネットワークが、高い優先順位のユーザのための最適
なサービス体験を保証するために、CDNサービスプロバイダによって指定されたサービス
フローに、最高の転送優先順位、ならびに、現在利用可能な最大の帯域幅のサービス、す
なわち、ネットワークおよび端末によってサポートされる最大の帯域幅のサービスを提供
できることを意味する。
【０１６２】
　簡潔性のために、図6における対話処理は、各々のレイヤに含まれる具体的な内部ユニ
ットオブジェクトを示していない。しかしながら、当業者は、図6における対話処理が、
図5における処理に基づき得ること、図1から図4におけるMBBネットワークシステムによっ
て実現され得ることを理解し得る。
【０１６３】
　ステップ601：ネットワーク制御ノード（制御レイヤ）が、転送レイヤのキャッシュ（C
ache）ケイパビリティを抽象化し、キャッシュケイパビリティをケイパビリティオープニ
ングゲートウェイ（ケイパビリティオープニングレイヤ）に登録する。キャッシュケイパ
ビリティは、MBBネットワークのアトミックレベルネットワークケイパビリティである。
【０１６４】
　ネットワーク制御ノードは、転送レイヤのキャッシュケイパビリティとともに構成され
得る。このケースでは、データ転送ノードがネットワーク制御ノードにキャッシュケイパ
ビリティを通知する必要がないので、点線によって示されている図6におけるステップ601
は、実行される必要がない。または、ネットワークのデータ転送ノードは、転送レイヤが
キャッシュケイパビリティを有することをネットワーク制御ノードに通知するために、ネ
ットワーク制御ノードにキャッシュケイパビリティ通知を送出し、このケースでは、点線
で示されている図6におけるステップ601が実行される必要がある。
【０１６５】
　ステップ602：ネットワーク制御ノードが、サービス加速ケイパビリティを抽象化し、
サービス加速ケイパビリティをケイパビリティオープニングゲートウェイ（ケイパビリテ
ィオープニングレイヤ）に登録する。サービス加速ケイパビリティは、MBBネットワーク
のアトミックレベルネットワークケイパビリティである。
【０１６６】
　同様に、ネットワーク制御ノードは、転送レイヤのサービス加速ケイパビリティととも
に構成され得る。このケースでは、データ転送ノードがネットワーク制御ノードにサービ
ス加速ケイパビリティを通知する必要がないので、点線によって示されている図6におけ
るステップ602は、実行される必要がない。または、ネットワークのデータ転送ノードは
、転送レイヤがサービス加速ケイパビリティを有することをネットワーク制御ノードに通
知するために、ネットワーク制御ノードにサービス加速ケイパビリティ通知を送出し、こ
のケースでは、点線によって示されている図6におけるステップ602が実行される必要があ
る。
【０１６７】
　ステップ603：CDNサービスプロバイダが、カスタマイズされたネットワークをモバイル
オペレータに要求し、ケイパビリティオープニングゲートウェイに、キャッシュ容量（た
とえば、1000Gのキャッシュハードディスク容量を適用する）と要求されるサービス加速
機能とを含むネットワークカスタマイゼーション要求を送出する。
【０１６８】
　ステップ604：ケイパビリティオープニングゲートウェイが、CDNサービスプロバイダか
らのネットワークカスタマイゼーション要求を認証し、ネットワーク制御ノードに、要求
に従って、サービス加速のための対応するリソースおよびアトミックケイパビリティのカ
スタマイズを適用する。
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【０１６９】
　ステップ605：ネットワーク制御ノードが、データ転送ノードに、要求されたキャッシ
ュハードディスク容量を割り当てさせ、サービス加速をサポートするケイパビリティプラ
グインをロードおよび実行させるよう、データ転送ノードと対話および交渉する。
【０１７０】
　ステップ606：ネットワーク制御ノードが、ネットワークカスタマイゼーション応答に
よってケイパビリティオープニングゲートウェイに応答する。
【０１７１】
　ステップ607：ケイパビリティオープニングゲートウェイがネットワークカスタマイゼ
ーション応答によってCDNサービスプロバイダに応答する。
【０１７２】
　以下のステップ611からステップ625は、CDNサービスプロバイダが上述されたオンデマ
ンドでカスタマイズされた専用モバイルブロードバンドネットワークを使用することによ
りCDNサービスプロバイダの顧客にサービスの加速を提供する処理である。
【０１７３】
　ステップ611：CDNサービスプロバイダが、データ転送ノードによって割り当てられたキ
ャッシュハードディスクに映像コンテンツをキャッシュするようモバイルオペレータに要
求する。
【０１７４】
　ステップ612：データ転送ノードによって割り当てられたキャッシュハードディスクに
映像コンテンツをキャッシュする。
【０１７５】
　ステップ613：ユーザ機器UEが、映像コンテンツのダウンロードを要求するためにCDNサ
ービスプロバイダに映像ダウンロード要求を送出する。
【０１７６】
　ステップ614：CDNサービスプロバイダが、加速処理がUEによって要求された映像ダウン
ロードのために必要とされることを見出し、続いて、CDNサービスプロバイダが、映像サ
ービス加速処理を要求するためにケイパビリティオープニングゲートウェイにサービス加
速要求を送出する。
【０１７７】
　ステップ615：ケイパビリティオープニングゲートウェイが、映像サービス加速処理を
要求するためにネットワーク制御ノードにサービス加速要求を送出する。
【０１７８】
　ステップ616：ネットワーク制御ノードが、映像サービス加速処理を実行するためにデ
ータ転送ノードと対話する。ネットワーク制御ノードは、ネットワークの利用可能な帯域
幅リソース、端末のケイパビリティ、および受信されたサービス加速要求に従って、転送
優先順位または最大帯域幅といったユーザベアラのQoSパラメータを改善する。データ転
送ノードが、QoSパラメータを実行する。
【０１７９】
　ステップ617：ネットワーク制御ノードが、ケイパビリティオープニングゲートウェイ
にサービス加速応答を返す。
【０１８０】
　ステップ618：ケイパビリティオープニングゲートウェイが、CDNサービスプロバイダに
サービス加速応答を返す。
【０１８１】
　ステップ619：CDNサービスプロバイダが、UEによって要求された映像コンテンツがすで
にデータ転送ノードによって割り当てられたキャッシュハードディスクにキャッシュされ
ていることを見出した場合、CDNサービスプロバイダが、キャッシュハードディスクにキ
ャッシュされている映像コンテンツをUEにプッシュすることを要求するために、ケイパビ
リティオープニングゲートウェイにプッシュ要求を送出する。
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【０１８２】
　ステップ620：ケイパビリティオープニングゲートウェイが、キャッシュハードディス
クにキャッシュされている映像コンテンツをUEにプッシュすることを要求するために、ネ
ットワーク制御ノードにプッシュ要求を送出する。
【０１８３】
　ステップ621：ネットワーク制御ノードが、キャッシュハードディスクにキャッシュさ
れている映像コンテンツをUEにプッシュすることを要求するために、データ転送ノードに
プッシュ要求を送出する。
【０１８４】
　ステップ622：ネットワーク制御ノードが、ケイパビリティオープニングゲートウェイ
にプッシュ応答を返す。
【０１８５】
　ステップ623：ケイパビリティオープニングゲートウェイが、CDNサービスプロバイダに
プッシュ応答を返す。
【０１８６】
　ステップ624：CDNサービスプロバイダが、映像ダウンロード応答によってUEに応答する
。
【０１８７】
　ステップ625：データ転送ノードが、キャッシュハードディスクにキャッシュされてい
る映像コンテンツに適応処理（たとえば、符号化および復号）を行い、続いて、処理され
た映像コンテンツをUEにプッシュする。
【０１８８】
　本発明の本実施形態では、カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシ
ステムが提供されることにより、ソフトウェア定義のネットワークを真にサポートする。
制御および転送が分断されているので、オペレータは、単に集中型制御プレーンのソフト
ウェア機能を修正することにより、要求されたネットワーク機能および特徴を定義するこ
とができ、仮想化およびリソースフラグメンテーション技術を組み合わせることにより、
共有ネットワークインフラストラクチャにわたって、要求されたネットワーク機能および
要求された容量仕様を含む要求されたモバイルブロードバンドネットワークを迅速にカス
タマイズすることができる。
【０１８９】
　本発明の本実施形態に基づいて、産業ユーザまたは仮想ネットワークオペレータは、モ
バイルネットワークの基本の構造または管理を考慮する必要なくより経済的かつ効率的な
手法でモバイルネットワークのサポートを得るために、事業開発要求に従って、迅速かつ
フレキシブルに、カスタマイズされたネットワークを作成すること、および、カスタマイ
ズされたネットワークを修正または解放することができ、より事業運営にフォーカスする
ことができ、高価値なアプリケーションおよびイノベーションを最大限に活用することが
できる。加えて、カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークを提供するオ
ペレータはまた、より高価値な顧客を魅了することができ、よりパワフルな競争上の利点
を得ることができ、モバイルインターネット期においてモバイルブロードバンドネットワ
ークから収益を獲得する能力を維持することができる。
【０１９０】
　図7は、本発明の実施形態に係るモバイルブロードバンドネットワークをカスタマイズ
するための方法のフローチャートである。図7における方法は、MBBブロードバンドネット
ワークシステム100、300、または400によって実行され得る。
【０１９１】
　ステップ701：転送レイヤが、MBBネットワークシステムの転送ケイパビリティを第1オ
ープンインタフェースを介して制御レイヤにオープンにする。
【０１９２】
　たとえば、転送レイヤは、転送ケイパビリティを抽象化し、抽象化された転送ケイパビ
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リティについての情報を制御レイヤに通知し得るので、制御レイヤは、転送ケイパビリテ
ィを呼び出すことができる。選択的に、別の実施形態として、たとえば、制御レイヤが転
送ケイパビリティとともに構成されるケースでは、転送レイヤは転送ケイパビリティを抽
象化しなくてよく、その代わりに、制御レイヤが転送ケイパビリティを抽象化する。
【０１９３】
　ステップ702：制御レイヤが、MBBネットワークシステムの制御ケイパビリティおよび転
送ケイパビリティを第2オープンインタフェースを介してケイパビリティオープニングレ
イヤにオープンにする。
【０１９４】
　制御レイヤが、制御ケイパビリティを抽象化する。加えて、制御レイヤが、転送レイヤ
によって抽象化された転送ケイパビリティについての情報を転送レイヤから受信し得るか
、または、制御レイヤが、転送ケイパビリティをローカルに抽象化し得る。続いて、制御
レイヤが、抽象化された制御ケイパビリティおよび抽象化された転送ケイパビリティをケ
イパビリティオープニングレイヤに登録し得、これにより、ケイパビリティオープニング
レイヤへのMBBネットワークシステムの（制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティ
を含む）ネットワークケイパビリティのオープニングを実現する。選択的に、制御レイヤ
は、ケイパビリティプラグイン手法でケイパビリティオープニングレイヤへのネットワー
クケイパビリティのオープニングを実現し得る。
【０１９５】
　ステップ703：ケイパビリティオープニングレイヤが、第3オープンインタフェースを介
してユーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信し、カスタマイズされたネ
ットワークインスタンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従
って制御ケイパビリティおよび／または転送ケイパビリティを組み合わせる。
【０１９６】
　カスタマイズされたネットワークインスタンスの管理は、カスタマイズされたネットワ
ークインスタンスの作成、削除、および／または修正を含む。選択的に、ネットワークカ
スタマイゼーション要求は、ユーザによって入力されたカスタマイズされたネットワーク
インスタンスのパラメータを含み得、ケイパビリティオープニングレイヤは、これらのパ
ラメータに従って適切な制御ケイパビリティおよび／または転送ケイパビリティを選択し
、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成、削除、または修正するために、
対応するネットワークリソース（たとえば、アクセスリソース、転送リソース、または制
御リソース）を適用する。
【０１９７】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは、互いに分断され、それぞれ転送レイヤおよび
制御レイヤによって提供され、ケイパビリティオープニングレイヤにオープンにされる。
ケイパビリティオープニングレイヤは、対応するカスタマイズされたネットワークインス
タンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、要求された
ケイパビリティを組み合わせる。したがって、本発明の本実施形態におけるモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従
ってカスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークア
ーキテクチャを実現する。
【０１９８】
　本発明の本実施形態に係るモバイルブロードバンドネットワークをカスタマイズするた
めの方法は、図1から図4におけるMBBネットワークシステムのモジュールによって実現さ
れ得、図5および図6における特定の例に従って実現され得る。繰り返しを避けるために、
さらなる詳細は本明細書において提供されない。
【０１９９】
　たとえば、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成する処理のために、図
5におけるステップ501からステップ512および図6におけるステップ601からステップ607が
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参照され得る。
【０２００】
　たとえば、別の実施形態として、ケイパビリティオープニングレイヤは、カスタマイズ
されたネットワークインスタンスのためのユーザの動作要求を第3オープンインタフェー
スを介して受信し得、カスタマイズされたネットワークインスタンスが、要求された動作
を完了させるために、動作要求に従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制
御ケイパビリティならびに対応するネットワークリソースを呼び出し、ケイパビリティオ
ープニングレイヤが、第3オープンインタフェースを介してユーザに動作結果を返し得る
。たとえば、カスタマイズされたネットワークインスタンスを動作させる処理のために、
図5におけるステップ513からステップ522および図6におけるステップ611からステップ625
が参照され得る。このように、ユーザは、作成されたカスタマイズされたネットワークイ
ンスタンスを使用することによって、サービス動作を行い得る。
【０２０１】
　選択的に、一実施形態として、ステップ701において、転送レイヤは、転送レイヤの転
送ケイパビリティを抽象化し、抽象化された転送ケイパビリティについての情報を第1オ
ープンインタフェースを介して制御レイヤの転送制御／リソース管理サブレイヤに提供し
得る。
【０２０２】
　選択的に、別の実施形態として、ステップ702において、制御レイヤは、アトミックレ
ベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを得るために転送レイヤの転送ケイ
パビリティおよび制御レイヤの制御ケイパビリティを抽象化し、アトミックレベルの制御
ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを第2オープンインタフェースを介してケイパ
ビリティオープニングレイヤにオープンにし得る。
【０２０３】
　選択的に、別の実施形態として、ステップ703において、ケイパビリティオープニング
レイヤは、制御レイヤからアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリ
ティを取得し、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成、修正、または削除
するためにネットワークカスタマイゼーション要求に従ってアトミックレベルの制御ケイ
パビリティおよび転送ケイパビリティを組み合わせ得る。
【０２０４】
　図8は、本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワ
ークシステムにおける転送レイヤデバイスのブロック図である。図8における転送レイヤ
デバイス800は、図1における転送レイヤ101を実現するエンティティであり、転送ユニッ
ト801および第1オープンインタフェース802を含む。
【０２０５】
　転送ユニット801は、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイパビリ
ティを提供する。第1オープンインタフェース802は、モバイルブロードバンドネットワー
クシステムの制御レイヤデバイスに接続し、制御レイヤデバイスに転送ユニット801の転
送ケイパビリティをオープンにする。
【０２０６】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは互いに分断され、転送レイヤが転送ケイパビリ
ティを包括的にオープンにする。したがって、本発明の本実施形態におけるモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従
ってカスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークア
ーキテクチャを実現する。
【０２０７】
　転送レイヤデバイス800は、上述した実施形態における転送レイヤに関連するさまざま
な動作を行うことができる。繰り返しを避けるために、さらなる詳細は本明細書において
提供されない。
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【０２０８】
　選択的に、一実施形態として、転送レイヤデバイス800は、転送レイヤデバイス800のア
クセスリソースおよび転送リソースを管理し、アクセスリソースおよび転送リソースにつ
いての情報を制御レイヤデバイスに提供するように構成された、リソースエージェントユ
ニット803をさらに含む。
【０２０９】
　選択的に、別の実施形態として、転送ユニット801は、転送ケイパビリティを抽象化し
、抽象化された転送ケイパビリティについての情報を第1オープンインタフェースを介し
て制御レイヤデバイスに提供し得る。
【０２１０】
　選択的に、別の実施形態として、転送レイヤデバイス800は、モバイルブロードバンド
ネットワークシステムのネットワーク転送ノードまたはネットワーク交換ノードを含み得
る。ネットワーク転送ノードまたはネットワーク交換ノードの例は、ワイヤレス基地局の
転送機能部およびコアネットワークゲートウェイの転送機能部等を含む。
【０２１１】
　図9は、本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワ
ークシステムにおける制御レイヤデバイスのブロック図である。図9における制御レイヤ
デバイス900は、図1における制御レイヤ102を実現するエンティティであり、制御ユニッ
ト901および第2オープンインタフェース902を含む。
【０２１２】
　制御ユニット901は、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送レイヤデバ
イスから第1オープンインタフェースを介して転送レイヤデバイスの転送ケイパビリティ
についての情報を受信し、モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビ
リティを提供する。
【０２１３】
　第2オープンインタフェース902は、モバイルブロードバンドネットワークシステムのケ
イパビリティオープニングレイヤデバイスに接続し、ケイパビリティオープニングレイヤ
デバイスに制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをオープンにする。
【０２１４】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは互いに分断され、制御レイヤが制御ケイパビリ
ティを包括的にオープンにする。したがって、本発明の本実施形態におけるモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従
ってカスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークア
ーキテクチャを実現する。
【０２１５】
　制御レイヤデバイス900は、上述した実施形態における制御レイヤに関連するさまざま
な動作を行うことができる。繰り返しを避けるために、さらなる詳細は本明細書において
提供されない。
【０２１６】
　選択的に、一実施形態として、制御ユニット901は、転送レイヤデバイスの転送動作を
制御するために、第1オープンインタフェースを介して転送レイヤデバイスと対話するよ
うにさらに構成される。
【０２１７】
　選択的に、別の実施形態として、制御レイヤデバイス900は、制御レイヤデバイス900の
制御リソースを管理し、制御リソースについての情報をケイパビリティオープニングレイ
ヤデバイスに提供するように構成された、制御リソースエージェントユニット903をさら
に含む。
【０２１８】
　選択的に、別の実施形態として、制御ユニット901は、1つ以上のネットワークアプリケ
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ーションを含み、各々のネットワークアプリケーションは、特定の制御ケイパビリティを
実現する。
【０２１９】
　選択的に、別の実施形態として、制御ユニット901は、アトミックレベルの転送ケイパ
ビリティおよび制御ケイパビリティを得るために転送レイヤデバイスの転送ケイパビリテ
ィおよび制御レイヤデバイスの制御ケイパビリティを抽象化し、第2オープンインタフェ
ース902が、アトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをケイパ
ビリティオープニングレイヤデバイスにオープンにする。
【０２２０】
　選択的に、別の実施形態として、制御レイヤデバイス900は、モバイルブロードバンド
ネットワークシステムのネットワーク制御ノードを含む。ネットワーク制御ノードの例は
、モビリティ管理ネットワーク要素の制御機能部、基地局コントローラの制御機能部、ゲ
ートウェイの制御機能部等を含む。
【０２２１】
　図10は、本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワ
ークシステムにおけるケイパビリティオープニングレイヤデバイスのブロック図である。
図10におけるケイパビリティオープニングレイヤデバイス1000は、図1におけるケイパビ
リティオープニングレイヤ103を実現するエンティティであり、第3オープンインタフェー
ス1001およびカスタマイズユニット1002を含む。
【０２２２】
　第3オープンインタフェース1001は、ユーザからネットワークカスタマイゼーション要
求を受信する。カスタマイズユニット1002は、カスタマイズされたネットワークインスタ
ンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、制御ケイパビ
リティおよび／または転送ケイパビリティを組み合わせる。
【０２２３】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは、互いに分断され、それぞれ転送レイヤおよび
制御レイヤによって提供され、ケイパビリティオープニングレイヤにオープンにされる。
ケイパビリティオープニングレイヤは、対応するカスタマイズされたネットワークインス
タンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、要求された
ケイパビリティを組み合わせる。したがって、本発明の本実施形態におけるモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従
ってカスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークア
ーキテクチャを実現する。
【０２２４】
　ケイパビリティオープニングレイヤデバイス1000は、上述した実施形態におけるケイパ
ビリティオープニングレイヤに関連するさまざまな動作を行うことができる。繰り返しを
避けるために、さらなる詳細は本明細書において提供されない。
【０２２５】
　選択的に、一実施形態として、カスタマイズユニット1002は、モバイルブロードバンド
ネットワークシステムの制御レイヤデバイスから第2オープンインタフェースを介してモ
バイルブロードバンドネットワークシステムのネットワークリソースについての情報を受
信し、ネットワークリソースについての情報に従って、カスタマイズされたネットワーク
のネットワークリソースを管理するようにさらに構成される。ネットワークリソースは、
制御レイヤデバイスの制御リソース、転送レイヤデバイスのアクセスリソースおよび転送
リソース等を含み得る。
【０２２６】
　選択的に、別の実施形態として、カスタマイズユニット1002は、第2オープンインタフ
ェースを介して制御レイヤデバイスからアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転
送ケイパビリティを取得し、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成、修正
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、または削除するためにネットワークカスタマイゼーション要求に従ってアトミックレベ
ルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを組み合わせ得る。
【０２２７】
　選択的に、別の実施形態として、カスタマイズユニット1002は、カスタマイズされたネ
ットワークインスタンスのステータス監視および故障検出を実行し得るか、または、カス
タマイズされたネットワークインスタンスの構成管理を実行するようにさらに構成される
。
【０２２８】
　選択的に、別の実施形態として、ケイパビリティオープニングレイヤデバイス1000は、
アクセス制御ユニット1003、サブスクリプションデータベース1004、およびポリシーデー
タベース1005をさらに含む。サブスクリプションデータベース1004は、ユーザの認証情報
を格納および管理するように構成され、ポリシーデータベース1005は、ケイパビリティオ
ープニングおよびユーザのカスタマイズされたポリシー情報を格納および管理するように
構成され、アクセス制御ユニット1003は、サブスクリプションデータベース1004に格納さ
れた認証情報に従ってユーザを認証し、ポリシーデータベース1005に格納されたポリシー
情報に従ってユーザのアクセスポリシーを決定し、ユーザの認証結果およびアクセスポリ
シーをカスタマイズユニットに提供するように構成される。
【０２２９】
　選択的に、別の実施形態として、第3オープンインタフェース1001は、ウェブインタフ
ェースおよび／またはアプリケーションプログラミングインタフェースを含む。
【０２３０】
　選択的に、別の実施形態として、第3オープンインタフェース1001は、カスタマイズさ
れたネットワークインスタンスのためのユーザの動作要求をさらに受信し得、カスタマイ
ズされたネットワークインスタンスは、要求された動作を完了させるために、動作要求に
従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビリティならびに対応す
るネットワークリソースを呼び出し、第3オープンインタフェース1001は、ユーザに動作
結果を返す。
【０２３１】
　選択的に、別の実施形態として、第3オープンインタフェース1001は、カスタマイズさ
れたネットワークインスタンスの動作ハンドルをユーザにさらに提供し得、カスタマイズ
されたネットワークインスタンスは、要求された動作を完了させるために、動作要求に含
まれた動作ハンドルに従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビ
リティならびに対応するネットワークリソースを呼び出す。
【０２３２】
　選択的に、別の実施形態として、ケイパビリティオープニングレイヤデバイス1000は、
モバイルブロードバンドネットワークシステムのケイパビリティオープニングノードまた
はケイパビリティオープニングゲートウェイを含む。ケイパビリティオープニングノード
またはケイパビリティオープニングゲートウェイは、別個に配置されたノードデバイスで
あり得るか、または、任意のネットワーク要素に統合されることもでき、たとえば、ゲー
トウェイに統合され得る。
【０２３３】
　図11は、本発明の別の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネッ
トワークシステムにおける転送レイヤデバイスのブロック図である。図11における転送レ
イヤデバイス1100は、図1における転送レイヤ101を実現するエンティティであり、プロセ
ッサ1101およびインタフェース1102を含む。
【０２３４】
　プロセッサ1101は、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイパビリテ
ィを提供する。インタフェース1102は、モバイルブロードバンドネットワークシステムの
制御レイヤデバイスに接続し、制御レイヤデバイスに転送ケイパビリティをオープンにす
る。インタフェース1102の例は、第1オープンインタフェースである。
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【０２３５】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは互いに分断され、転送レイヤが転送ケイパビリ
ティを包括的にオープンにする。したがって、本発明の本実施形態におけるモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従
ってカスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークア
ーキテクチャを実現する。
【０２３６】
　転送レイヤデバイス1100は、メモリ1103をさらに含む。転送レイヤデバイス1100のさま
ざまなコンポーネントが、バスシステム1109を使用することにより共に接続される。バス
システム1109は、データバスに加えて、電力バス、制御バス、およびステータス信号バス
をさらに含む。しかしながら、明確な説明のために、図中のすべてのバスは、バスシステ
ム1109として示される。
【０２３７】
　本発明の上述した実施形態において開示された方法は、プロセッサ1101に適用され得る
か、またはプロセッサ1101によって実現され得る。プロセッサ1101は、集積回路チップで
あり得、信号処理ケイパビリティを有する。実現処理中、上述した方法におけるさまざま
なステップは、プロセッサ1101におけるハードウェアの集積論理回路によって、または、
ソフトウェアの形態の命令によって、完成させられ得る。プロセッサ1101は、汎用プロセ
ッサ、デジタルシグナルプロセッサ（DSP）、特定用途向け集積回路（ASIC）、フィール
ドプログラマブルゲートウェイ（FPGA）もしくは別のプログラマブル論理デバイス、離散
ゲートもしくはトランジスタ論理デバイス、または離散ハードウェアコンポーネントであ
り得、本発明の実施形態において開示された方法、ステップ、および論理ブロック図を実
現または実行することができる。汎用プロセッサがマイクロプロセッサであり得るか、ま
たは、プロセッサは任意の従来のプロセッサ等であることもできる。本発明の実施形態に
おいて開示された方法のステップは、ハードウェア復号プロセッサによって実行されるか
、または、復号プロセッサのハードウェアとソフトウェアモジュールとの組み合わせによ
って実行されるものとして、直接的に具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、当該
技術における完全に発達した記憶媒体、たとえば、ランダムアクセスメモリ、フラッシュ
メモリ、読み出し専用メモリ、プログラマブル読み出し専用メモリ、もしくは電気的に消
去可能なプログラマブルメモリ、またはレジスタの中に位置し得る。記憶媒体は、メモリ
1103の中に位置し得る。プロセッサ1101は、メモリ1103における情報を読み出し、プロセ
ッサのハードウェアを組み合わせることによって方法のステップを完成させる。たとえば
、メモリ1103は、転送される必要があるデータをキャッシュし得るか、または、転送に関
連するプログラム命令を格納し得る等である。
【０２３８】
　転送レイヤデバイス1100は、上述した実施形態における転送レイヤによって実行される
さまざまな動作を実現することができる。繰り返しを避けるために、さらなる詳細は本明
細書において提供されない。
【０２３９】
　選択的に、一実施形態として、プロセッサ1101は、転送レイヤデバイス1100のアクセス
リソースおよび転送リソースを管理し、アクセスリソースおよび転送リソースについての
情報を制御レイヤデバイスに提供するようにさらに構成され得る。
【０２４０】
　選択的に、別の実施形態として、プロセッサ1101は、転送ケイパビリティを抽象化し得
、抽象化された転送ケイパビリティについての情報をインタフェース1102を介して制御レ
イヤデバイスに提供し得る。
【０２４１】
　選択的に、別の実施形態として、転送レイヤデバイス1100は、モバイルブロードバンド
ネットワークシステムのネットワーク転送ノードまたはネットワーク交換ノードとして実
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現され得る。ネットワーク転送ノードまたはネットワーク交換ノードの例は、ワイヤレス
基地局の転送機能部およびコアネットワークゲートウェイの転送機能部等を含む。
【０２４２】
　図12は、本発明の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワ
ークシステムにおける制御レイヤデバイスのブロック図である。図12における制御レイヤ
デバイス1200は、図1における制御レイヤ102を実現するエンティティであり、プロセッサ
1201およびインタフェース1202を含む。
【０２４３】
　プロセッサ1201は、モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビリテ
ィを提供する。インタフェース1202は、転送レイヤデバイスの転送ケイパビリティについ
ての情報をモバイルブロードバンドネットワークシステムの転送レイヤデバイスから受信
する。インタフェース1202は、モバイルブロードバンドネットワークシステムのケイパビ
リティオープニングレイヤデバイスにさらに接続し、ケイパビリティオープニングレイヤ
デバイスに制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをオープンにする。
【０２４４】
　インタフェース1202の例は、第1オープンインタフェースに対応するインタフェース、
および第2オープンインタフェースを含む。
【０２４５】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは互いに分断され、制御レイヤが制御ケイパビリ
ティを包括的にオープンにする。したがって、本発明の本実施形態におけるモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従
ってカスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークア
ーキテクチャを実現する。
【０２４６】
　制御レイヤデバイス1200は、メモリ1203をさらに含む。制御レイヤデバイス1200のさま
ざまなコンポーネントが、バスシステム1209を使用することにより共に接続される。バス
システム1209は、データバスに加えて、電力バス、制御バス、およびステータス信号バス
をさらに含む。しかしながら、明確な説明のために、図中のすべてのバスは、バスシステ
ム1209として示される。
【０２４７】
　本発明の上述した実施形態において開示された方法は、プロセッサ1201に適用され得る
か、またはプロセッサ1201によって実現され得る。プロセッサ1201は、集積回路チップで
あり得、信号処理ケイパビリティを有する。実現処理中、上述した方法におけるさまざま
なステップは、プロセッサ1201におけるハードウェアの集積論理回路によって、または、
ソフトウェアの形態の命令によって、完成させられ得る。プロセッサ1201は、汎用プロセ
ッサ、デジタルシグナルプロセッサ（DSP）、特定用途向け集積回路（ASIC）、フィール
ドプログラマブルゲートウェイ（FPGA）もしくは別のプログラマブル論理デバイス、離散
ゲートもしくはトランジスタ論理デバイス、または離散ハードウェアコンポーネントであ
り得、本発明の実施形態において開示された方法、ステップ、および論理ブロック図を実
現または実行することができる。汎用プロセッサがマイクロプロセッサであり得るか、ま
たは、プロセッサは任意の従来のプロセッサ等であることもできる。本発明の実施形態に
おいて開示された方法のステップは、ハードウェア復号プロセッサによって実行されるか
、または、復号プロセッサのハードウェアとソフトウェアモジュールとの組み合わせによ
って実行されるものとして、直接的に具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、当該
技術における完全に発達した記憶媒体、たとえば、ランダムアクセスメモリ、フラッシュ
メモリ、読み出し専用メモリ、プログラマブル読み出し専用メモリ、もしくは電気的に消
去可能なプログラマブルメモリ、またはレジスタの中に位置し得る。記憶媒体は、メモリ
1203の中に位置し得る。プロセッサ1201は、メモリ1203における情報を読み出し、プロセ
ッサのハードウェアを組み合わせることによって方法のステップを完成させる。たとえば
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、メモリ1203は、制御関連のシグナリングまたはデータ等を格納し得る。
【０２４８】
　制御レイヤデバイス1200は、上述した実施形態における制御レイヤによって実行される
さまざまな動作を実現することができる。繰り返しを避けるために、さらなる詳細は本明
細書において提供されない。
【０２４９】
　選択的に、一実施形態として、プロセッサ1201は、転送レイヤデバイスの転送動作を制
御するために、転送レイヤデバイスとさらに対話し得る。
【０２５０】
　選択的に、別の実施形態として、プロセッサ1201は、制御レイヤデバイス1200の制御リ
ソースをさらに管理し、制御リソースについての情報をケイパビリティオープニングレイ
ヤデバイスに提供し得る。
【０２５１】
　選択的に、別の実施形態として、プロセッサ1201は、1つ以上のネットワークアプリケ
ーションをさらにサポートし得、各々のネットワークアプリケーションは、特定の制御ケ
イパビリティを実現する。
【０２５２】
　選択的に、別の実施形態として、プロセッサ1201は、アトミックレベルの転送ケイパビ
リティおよび制御ケイパビリティを得るために転送レイヤデバイスの転送ケイパビリティ
および制御レイヤデバイスの制御ケイパビリティをさらに抽象化し得、インタフェース12
02が、アトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティをケイパビリテ
ィオープニングレイヤデバイスにオープンにする。
【０２５３】
　選択的に、別の実施形態として、制御レイヤデバイス1200は、モバイルブロードバンド
ネットワークシステムのネットワーク制御ノードとして実現され得る。ネットワーク制御
ノードの例は、モビリティ管理ネットワーク要素の制御機能部、基地局コントローラの制
御機能部、ゲートウェイの制御機能部等を含む。
【０２５４】
　図13は、本発明の別の実施形態に係るカスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネッ
トワークシステムにおけるケイパビリティオープニングレイヤデバイスのブロック図であ
る。図13におけるケイパビリティオープニングレイヤデバイス1300は、図1におけるケイ
パビリティオープニングレイヤ103を実現するエンティティであり、インタフェース1301
およびプロセッサ1302を含む。
【０２５５】
　インタフェース1301は、ユーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信する
。プロセッサ1302は、カスタマイズされたネットワークインスタンスを管理するために、
ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、制御ケイパビリティおよび／または転
送ケイパビリティを組み合わせる。
【０２５６】
　インタフェース1301の例は、第2オープンインタフェースに対応するインタフェース、
および第3オープンインタフェースを含む。
【０２５７】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケ
イパビリティおよび制御ケイパビリティは、互いに分断され、それぞれ転送レイヤおよび
制御レイヤによって提供され、ケイパビリティオープニングレイヤにオープンにされる。
ケイパビリティオープニングレイヤは、対応するカスタマイズされたネットワークインス
タンスを管理するために、ネットワークカスタマイゼーション要求に従って、要求された
ケイパビリティを組み合わせる。したがって、本発明の本実施形態におけるモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムによると、モバイルネットワークは、ユーザの要求に従
ってカスタマイズされ得ることにより、包括的でフレキシブルなモバイルネットワークア
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ーキテクチャを実現する。
【０２５８】
　ケイパビリティオープニングレイヤデバイス1300は、メモリ1303をさらに含む。ケイパ
ビリティオープニングレイヤデバイス1300のさまざまなコンポーネントが、バスシステム
1309を使用することにより共に接続される。バスシステム1309は、データバスに加えて、
電力バス、制御バス、およびステータス信号バスをさらに含む。しかしながら、明確な説
明のために、図中のすべてのバスは、バスシステム1309として示される。
【０２５９】
　本発明の上述した実施形態において開示された方法は、プロセッサ1302に適用され得る
か、またはプロセッサ1302によって実現され得る。プロセッサ1302は、集積回路チップで
あり得、信号処理ケイパビリティを有する。実現処理中、上述した方法におけるさまざま
なステップは、プロセッサ1302におけるハードウェアの集積論理回路によって、または、
ソフトウェアの形態の命令によって、完成させられ得る。プロセッサ1302は、汎用プロセ
ッサ、デジタルシグナルプロセッサ（DSP）、特定用途向け集積回路（ASIC）、フィール
ドプログラマブルゲートウェイ（FPGA）もしくは別のプログラマブル論理デバイス、離散
ゲートもしくはトランジスタ論理デバイス、または離散ハードウェアコンポーネントであ
り得、本発明の実施形態において開示された方法、ステップ、および論理ブロック図を実
現または実行することができる。汎用プロセッサがマイクロプロセッサであり得るか、ま
たは、プロセッサは任意の従来のプロセッサ等であることもできる。本発明の実施形態に
おいて開示された方法のステップは、ハードウェア復号プロセッサによって実行されるか
、または、復号プロセッサのハードウェアとソフトウェアモジュールとの組み合わせによ
って実行されるものとして、直接的に具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、当該
技術における完全に発達した記憶媒体、たとえば、ランダムアクセスメモリ、フラッシュ
メモリ、読み出し専用メモリ、プログラマブル読み出し専用メモリ、もしくは電気的に消
去可能なプログラマブルメモリ、またはレジスタの中に位置し得る。記憶媒体は、メモリ
1303の中に位置し得る。プロセッサ1302は、メモリ1303における情報を読み出し、プロセ
ッサのハードウェアを組み合わせることによって方法のステップを完成させる。たとえば
、メモリ1303は、カスタマイズされたネットワークインスタンスの関連情報を格納し得る
。
【０２６０】
　ケイパビリティオープニングレイヤデバイス1300は、上述した実施形態におけるケイパ
ビリティオープニングレイヤによって実行されるさまざまな動作を実現することができる
。繰り返しを避けるために、さらなる詳細は本明細書において提供されない。
【０２６１】
　選択的に、一実施形態として、プロセッサ1302は、モバイルブロードバンドネットワー
クシステムの制御レイヤデバイスから第2オープンインタフェースを介してモバイルブロ
ードバンドネットワークシステムのネットワークリソースについての情報を受信し、ネッ
トワークリソースについての情報に従って、カスタマイズされたネットワークのネットワ
ークリソースを管理するようにさらに構成される。ネットワークリソースは、制御レイヤ
デバイスの制御リソース、転送レイヤデバイスのアクセスリソースおよび転送リソース等
を含み得る。
【０２６２】
　選択的に、別の実施形態として、プロセッサ1302は、インタフェース1301を介して制御
レイヤデバイスからアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを
取得し、カスタマイズされたネットワークインスタンスを作成、修正、または削除するた
めにネットワークカスタマイゼーション要求に従ってアトミックレベルの制御ケイパビリ
ティおよび転送ケイパビリティを組み合わせ得る。
【０２６３】
　選択的に、別の実施形態として、プロセッサ1302は、カスタマイズされたネットワーク
インスタンスのステータス監視および故障検出を実行し得るか、または、カスタマイズさ
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れたネットワークインスタンスの構成管理を実行するようにさらに構成される。
【０２６４】
　選択的に、別の実施形態として、メモリ1303は、サブスクリプションデータベースおよ
びポリシーデータベースをさらに格納し得る。サブスクリプションデータベースは、ユー
ザの認証情報を格納および管理するように構成される。ポリシーデータベースは、ケイパ
ビリティオープニングおよびユーザのカスタマイズされたポリシー情報を格納および管理
するように構成される。プロセッサ1302は、サブスクリプションデータベースに格納され
た認証情報に従ってユーザを認証し、ポリシーデータベースに格納されたポリシー情報に
従ってユーザのアクセスポリシーを決定し、ユーザの認証結果およびアクセスポリシーを
カスタマイズユニットに提供し得る。
【０２６５】
　選択的に、別の実施形態として、インタフェース1301は、ウェブインタフェースおよび
／またはアプリケーションプログラミングインタフェースを含み得る。
【０２６６】
　選択的に、別の実施形態として、インタフェース1301は、カスタマイズされたネットワ
ークインスタンスのためのユーザの動作要求をさらに受信し得、カスタマイズされたネッ
トワークインスタンスは、要求された動作を完了させるために、動作要求に従って、対応
する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビリティならびに対応するネットワー
クリソースを呼び出し、インタフェース1301は、ユーザに動作結果を返す。
【０２６７】
　選択的に、別の実施形態として、インタフェース1301は、カスタマイズされたネットワ
ークインスタンスの動作ハンドルをユーザにさらに提供し得、カスタマイズされたネット
ワークインスタンスは、要求された動作を完了させるために、動作要求に含まれた動作ハ
ンドルに従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビリティならび
に対応するネットワークリソースを呼び出す。
【０２６８】
　選択的に、別の実施形態として、ケイパビリティオープニングレイヤデバイス1300は、
モバイルブロードバンドネットワークシステムのケイパビリティオープニングノードまた
はケイパビリティオープニングゲートウェイとして実現され得る。ケイパビリティオープ
ニングノードまたはケイパビリティオープニングゲートウェイは、別個に配置されたノー
ドデバイスであり得るか、または、任意のネットワーク要素に統合されることもでき、た
とえば、ゲートウェイに統合され得る。
【０２６９】
　当業者は、本明細書に開示された実施形態において説明された例による組み合わせにお
いて、ユニットおよびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、または、コンピュー
タソフトウェアと電子ハードウェアとの組み合わせによって実現され得ることを認識し得
る。機能がハードウェアによって実行されるかまたはソフトウェアによって実行されるか
は、技術的ソリューションの特定の用途および設計制約条件に依存する。当業者は、各々
の特定の用途のために説明された機能を実現するために異なる方法を使用し得るが、その
実現は本発明の範囲を逸脱するものとみなされるべきではない。
【０２７０】
　当業者は、簡便かつ簡潔な説明のために、上述されたシステム、装置、およびユニット
の詳細な作業処理について、上述された方法の実施形態における対応する処理が参照され
得ることを明確に理解し得るので、その詳細は本明細書において再度説明されない。
【０２７１】
　本願で提供されたいくつかの実施形態において、開示されたシステム、装置、および方
法が他の手法で実現され得ることを理解されたい。たとえば、説明された装置の実施形態
は単なる例示にすぎない。たとえば、ユニットの分割は、単に論理的な機能の分割にすぎ
ず、実際の実装では他の分割手法が存在し得る。たとえば、複数のユニットまたはコンポ
ーネントが別のシステムへと組み合わせられ得るか、もしくは統合され得、または、いく
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つかの特徴が無視されるか、もしくは実行されないことができる。加えて、図示または説
明された、相互の接続、直接的な接続、または通信接続は、いくつかのインタフェースを
介して実現され得る。装置またはユニット間の間接的な接続または通信接続は、電気的、
機械的、または他の形態であり得る。
【０２７２】
　別個のパーツとして説明されたユニットは、物理的に分離されてもされなくてもよく、
ユニットとして示されたパーツは、物理ユニットであってもなくてもよく、すなわち、1
つの位置に位置し得るか、または、複数のネットワークユニット上に分散させられること
もできる。ユニットの一部または全部が、実施形態のソリューションの目的を達成するた
めの実際のニーズに従って選択され得る。
【０２７３】
　加えて、本発明の実施形態における機能ユニットは1つの処理ユニットに統合され得る
か、またはユニットの各々が物理的に単独で存在し得るか、または2つ以上のユニットが1
つのユニットに統合され得る。
【０２７４】
　機能が、ソフトウェア機能ユニットの形態で実現され、独立した製品として販売または
使用される場合、機能は、コンピュータ可読記憶媒体に格納され得る。そのような理解に
基づいて、本質的には本発明の技術的ソリューション、または従来技術に寄与する部分、
または技術的ソリューションの一部は、ソフトウェア製品の形態で実現され得る。コンピ
ュータソフトウェア製品は、記憶媒体に格納され、本発明の実施形態において説明された
方法のステップの全部または一部を行うようにコンピュータデバイス（これは、パーソナ
ルコンピュータ、サーバ、またはネットワークデバイスであり得る）に命令するためのい
くつかの命令を含む。上述した記憶媒体は、プログラムコードを格納し得る任意の媒体、
たとえば、USBフラッシュドライブ、リムーバブルハードディスク、読み出し専用メモリ
（Read-Only Memory，ROM）、ランダムアクセスメモリ（Random Access Memory，RAM）、
磁気ディスク、または光ディスクを含む。
【０２７５】
　上述した説明は、単に本発明の特定の実現手法にすぎず、本発明の保護範囲を限定する
ように意図されたものではない。本発明において開示された技術範囲内で当業者によって
容易に理解される任意の変形例または置換例は、本発明の保護範囲内にある。したがって
、本発明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲によって定まる。
【符号の説明】
【０２７６】
　100　モバイルブロードバンドネットワークシステム
　101　転送レイヤ
　102　制御レイヤ
　103　ケイパビリティオープニングレイヤ
　104　第1オープンインタフェース
　105　第2オープンインタフェース
　106　第3オープンインタフェース
　300　MBBネットワークシステム
　310　転送レイヤ
　311　転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤ
　312　ネットワーク転送ノード
　313　ネットワーク交換ノード
　320　制御レイヤ
　321　転送制御／リソース管理サブレイヤ
　322　ネットワークアプリケーションサブレイヤ
　323　ケイパビリティ抽象化サブレイヤ
　324　ケイパビリティプラグイン
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　330　ケイパビリティオープニングレイヤ
　340　第1オープンインタフェース
　350　第2オープンインタフェース
　360　第3オープンインタフェース
　400　MBBネットワークシステム
　410　転送レイヤ
　411　転送ケイパビリティ抽象化ユニット
　412　ワイヤレスアクセスエージェント
　413　転送エージェント
　420　制御レイヤ
　421　転送制御およびネットワークリソース管理ユニット
　422　ネットワークアプリケーション
　422-1，422-2，422-3，422-N　ネットワークアプリケーション
　423　アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニット
　424　制御リソースエージェント
　430　ケイパビリティオープニングレイヤ
　431　オンデマンドモバイルネットワーク（ODMN）ウェブポータル
　432　アクセス制御ユニット
　433　サブスクリプションデータベース
　434　ポリシーデータベース
　435　ODMNイネーブラ
　4351　監視ユニット
　4352　構成ユニット
　436　カスタマイズされたネットワークインスタンスのセット
　800　転送レイヤデバイス
　801　転送ユニット
　802　第1オープンインタフェース
　803　リソースエージェントユニット
　900　制御レイヤデバイス
　901　制御ユニット
　902　第2オープンインタフェース
　903　制御リソースエージェントユニット
　1000　ケイパビリティオープニングレイヤデバイス
　1001　第3オープンインタフェース
　1002　カスタマイズユニット
　1003　アクセス制御ユニット
　1004　サブスクリプションデータベース
　1005　ポリシーデータベース
　1100　転送レイヤデバイス
　1101　プロセッサ
　1102　インタフェース
　1103　メモリ
　1109　バスシステム
　1200　制御レイヤデバイス
　1201　プロセッサ
　1202　インタフェース
　1203　メモリ
　1209　バスシステム
　1300　ケイパビリティオープニングレイヤデバイス
　1301　インタフェース
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　1302　プロセッサ
　1303　メモリ
　1309　バスシステム
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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月9日(2015.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　モバイルネットワークの進化により、ワイヤレスアクセス帯域幅が増大し続け、従来の
回路ドメインは姿を消し、すべてのサービスはパケット交換ドメインにおいて一様に運ば
れ、モバイルネットワークはモバイルブロードバンド（Mobile Broadband，MBB）期に入
った。MBBネットワークにより提供される高帯域幅は、インテリジェント端末のイノベー
ションとの組み合わせにより、固定アクセスネットワークから、モバイルネットワーク、
すなわち、いわゆるモバイルインターネットへの、多量のインターネットアプリケーショ
ンの転送を引き起こす。現在、MBBネットワークは、音声およびショートメッセージサー
ビスのような従来の電気通信サービスのみを運んでいるわけではない。インスタントメッ
セージ、オンラインショッピング、オンラインバンキング、検索、情報、および映像とい
った、さまざまな豊富なインターネットアプリケーションがすでにモバイル化されている
。現在、モバイルインターネットのほとんどのデータトラフィックは、これらのアプリケ
ーションに由来する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　第1態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送ケイパビリティ抽象化／
リソースエージェントサブレイヤは、アクセスリソースおよび転送リソースについての情
報を転送制御／リソース管理サブレイヤに提供するようにさらに構成され、制御リソース
エージェントは、制御リソースについての情報を転送制御／リソース管理サブレイヤに提
供するようにさらに構成され、転送制御／リソース管理サブレイヤは、アクセスリソース
および転送リソースについての情報ならびに制御リソースについての情報に従って、カス
タマイズされたネットワークシステムのネットワークリソースを管理するようにさらに構
成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　第3態様によると、カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステム
における転送レイヤデバイスが提供され、転送レイヤデバイスは、モバイルブロードバン
ドネットワークシステムの転送ケイパビリティを提供するように構成された転送ユニット
と、モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御レイヤデバイスに接続し、転送
ユニットの転送ケイパビリティを制御レイヤデバイスにオープンにするように構成された
、第1オープンインタフェースとを含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３４】
　第3態様および上記実現手法に関し、別の実現手法では、転送ユニットは、転送レイヤ
デバイスの転送ケイパビリティを抽象化し、抽象化された転送ケイパビリティについての
情報を第1オープンインタフェースを介して制御レイヤデバイスに提供するようにさらに
構成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　第4態様に関し、一実現手法では、制御ユニットは、転送レイヤデバイスの転送動作を
制御するために、転送レイヤデバイスと対話するようにさらに構成される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　以下では、本発明の実施形態における添付の図面を参照して本発明の実施形態における
技術的ソリューションを明確に説明する。当然ながら、説明される実施形態は、本発明の
実施形態のすべてではなく、その一部にすぎない。本発明の実施形態に基づいて創造的な
努力なしに当業者によって得られるすべての他の実施形態は、本発明の保護範囲内にある
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　本発明の技術的ソリューションは、モバイル通信のための全世界システム（Global Sys
tem of Mobile communication，GSM（登録商標））、符号分割多元接続（Code Division 
Multiple Access，CDMA）システム、広帯域符号分割多元接続（Wideband Code Division 
Multiple Access，WCDMA（登録商標））システム、ジェネラルパケット無線サービス（Ge
neral Packet Radio Service，GPRS）システム、およびロングタームエボリューション（
Long Term Evolution，LTE）システムといった、さまざまな通信システムに適用され得る
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　基地局は、GSMもしくはCDMAにおける基地トランシーバ局（Base Transceiver Station
，BTS）、WCDMAにおけるノードB（NodeB）、またはLTEにおける発展型ノードB（eNBもし
くはe-NodeB（evolved Node B））であり得るが、これらは本発明を限定しない。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　特に、たとえば、GW-Uは、ゲートウェイの特定の機能アプリケーションシナリオを考慮
する必要なく、たとえば、ゲートウェイが3Gアクセスをサポートするゲートウェイであろ
うと、4G（すなわち、LTE）アクセスをサポートするゲートウェイであろうと、パケット
転送、ユーザパケットのトンネルカプセル化およびデカプセル化、QoS保証の実行、課金
の実行（持続時間統計、トラフィック統計、およびイベント報告）、監視の実行等を担う
。選択的に、GW-Uは、キャッシュ、暗号化圧縮、ウィルス防止、ネットワークアドレス変
換（Network Address Translation，NAT）、ディープパケットインスペクション（Deep P
acket Inspection，DPI）等をさらに担い得る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　制御レイヤ420は、アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニット423をさらに含
む。アトミックネットワークケイパビリティ管理ユニット423は、図3に示されたケイパビ
リティ抽象化サブレイヤ323を実現し、MBBネットワークシステム400のネットワークケイ
パビリティ（制御ケイパビリティおよび転送ケイパビリティを含む）を分類および集約す
ること、MBBネットワークシステム400のさまざまなアトミックレベルのネットワークケイ
パビリティをケイパビリティプラグイン（図4に示された円によって示されている）手法
でケイパビリティオープニングレイヤ430にオープンにすること、および下位レイヤの特
定の実装プラットフォームおよび技術をシールドすることを担う。アトミックレベルのネ
ットワークケイパビリティの例は、フロー転送ケイパビリティ（QoS）、ユーザ知覚ケイ
パビリティ（識別子、場所、サブスクリプション属性、パッケージ、および関心）、パイ
プリソース定義ケイパビリティ（トポロジー、性能、容量、信頼性、および時間有効性）
等を含むがこれらに限定されない。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　本発明の本実施形態において、モバイルブロードバンドネットワークシステムは、それ
自身のネットワークケイパビリティを、呼び出すべきアプリケーションのためにモバイル
アプリケーションにオープンにすることにより、さらなるモバイルアプリケーションのた
めのユーザ体験の改善およびサービスのイノベーションの促進に役立つことができ、モバ
イルネットワークの全体的な効率もまた改善され得、新たなビジネスモデルが高価値なア
プリケーションのために開発されることができ、はるかにより高い付加的な価値、たとえ
ば、オープンAPIから利益を得る呼び出しサービスがサービストラフィックを超えて得ら
れることができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
　上記は、モバイルネットワークインスタンスを作成するための要求である。モバイルネ
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ットワークインスタンスを修正するための要求では、既存のアトミックネットワークケイ
パビリティのセットにアトミックネットワークケイパビリティを追加する動作、または、
既存のアトミックネットワークケイパビリティのセットからアトミックネットワークケイ
パビリティを削除する動作がさらに含まれる。モバイルネットワークインスタンスを削除
するための要求では、要求されたモバイルネットワークインスタンスを削除するためにス
テップ510が直接行われる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
　たとえば、2つの4Gモバイルネットワークインスタンスが作成される場合、リソースフ
ラグメンテーション方法では、2つのネットワークインスタンスにおけるMMEアトミックケ
イパビリティおよびGW-Cアトミックケイパビリティが、同一のMMEネットワークアプリケ
ーションおよびGW-Cネットワークアプリケーションを共有する。2つのネットワークを区
別するために、異なるTEID割り当て空間または異なるIPアドレスセグメント割り当て空間
といった異なるリソース空間が、MMEネットワークアプリケーションおよびGW-Cネットワ
ークアプリケーションにおいて異なるネットワークに割り当てられる。転送制御およびネ
ットワークリソース管理ユニットは、ワイヤレスアクセスエージェントおよび転送エージ
ェントを使用することにより、制御レイヤにおけるネットワークアプリケーションのリソ
ース空間を、転送およびアクセスリソースの異なるフローテーブル空間にさらに同時にマ
ッピングする。リソース仮想化インスタンス方法では、制御レイヤが、対応する仮想MME
ネットワークアプリケーションおよび対応する仮想GW-Cネットワークアプリケーションを
、それぞれ、2つのネットワークインスタンスにおけるMMEアトミックケイパビリティおよ
びGW-Cアトミックケイパビリティのために作成するので、各々のネットワークインスタン
スにおけるアトミックケイパビリティは、独立した仮想ネットワークアプリケーションに
対応する。要求された仮想ネットワークアプリケーションは、仮想マシンによって作成さ
れ得る。転送制御およびネットワークリソース管理ユニットは、アクセスリソースおよび
転送リソースの仮想化を実現するために、仮想GW-Cネットワークアプリケーションに対応
する仮想ワイヤレスアクセスエージェントおよび転送エージェントをさらに作成する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
　ステップ517：上記動作が転送アクセスリソースのための動作を含む場合、ネットワー
クアプリケーションは、対応するネットワークリソース動作要求を、転送制御およびネッ
トワークリソース管理ユニットに送出する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５４】
　ステップ518：転送制御およびネットワークリソース管理ユニットが、アクセスおよび
転送リソースのための動作を実現するために、要求に従ってワイヤレスアクセスエージェ
ントまたは転送エージェントと対話する。
【手続補正１６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５５】
　ステップ519：転送制御およびネットワークリソース管理ユニットが、ネットワークリ
ソース動作結果をネットワークアプリケーションに返す。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６０】
　図6は、本発明の別の実施形態に係るオンデマンドでモバイルブロードバンドネットワ
ークをカスタマイズする処理の模式的なフローチャートである。図6は、コンテンツ配信
ネットワーク（Content Delivery Network，CDN）サービスプロバイダがモバイルブロー
ドバンドネットワークをカスタマイズする特定のシナリオの例である。本実施形態は、図
5における実現手法に基づく。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
　ステップ603：CDNサービスプロバイダが、カスタマイズされたネットワークをモバイル
オペレータに要求し、ケイパビリティオープニングゲートウェイに、キャッシュ容量（た
とえば、1000GBのキャッシュハードディスク容量を適用する）と要求されるサービス加速
機能とを含むネットワークカスタマイゼーション要求を送出する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転送レイヤ、制御レイヤ、およびケイパビリティオープニングレイヤを備える、カスタ
マイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムであって、
　前記転送レイヤは、第1オープンインタフェースを介して前記制御レイヤに接続し、モ
バイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティを提供するように構成
され、
　前記第1オープンインタフェースは、前記制御レイヤに前記転送ケイパビリティをオー
プンにするように構成され、
　前記制御レイヤは、第2オープンインタフェースを介して前記ケイパビリティオープニ
ングレイヤに接続し、モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビリテ
ィを提供するように構成され、
　前記第2オープンインタフェースは、前記ケイパビリティオープニングレイヤに前記制
御ケイパビリティおよび前記転送ケイパビリティをオープンにするように構成され、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤは、第3オープンインタフェースを介してユー
ザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信し、カスタマイズされたネットワー
クインスタンスを管理するために、前記ネットワークカスタマイゼーション要求に従って
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前記制御ケイパビリティおよび／または前記転送ケイパビリティを組み合わせるように構
成される、モバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項２】
　前記制御レイヤが、前記転送レイヤの転送動作を制御するために、前記第1オープンイ
ンタフェースを介して前記転送レイヤと対話するように構成された、転送制御／リソース
管理サブレイヤをさらに含む、請求項1に記載のモバイルブロードバンドネットワークシ
ステム。
【請求項３】
　前記転送レイヤが、前記転送レイヤのアクセスリソースおよび転送リソースを管理する
ように構成された、転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤをさら
に含む、請求項1または2に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項４】
　前記転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤが、前記転送レイヤ
の前記転送ケイパビリティを抽象化し、抽象化された転送ケイパビリティについての情報
を前記第1オープンインタフェースを介して前記制御レイヤの転送制御／リソース管理サ
ブレイヤに提供するようにさらに構成される、請求項3に記載のモバイルブロードバンド
ネットワークシステム。
【請求項５】
　前記制御レイヤが、前記制御レイヤの制御リソースを管理するように構成された、制御
リソースエージェントサブレイヤをさらに含む、請求項1から4のいずれか一項に記載のモ
バイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項６】
　転送ケイパビリティ抽象化／リソースエージェントサブレイヤが、アクセスリソースお
よび転送リソースについての情報を転送制御／リソース管理サブレイヤに提供するように
さらに構成され、
　制御リソースエージェントが、前記制御リソースについての情報を前記転送制御／リソ
ース管理サブレイヤに提供するようにさらに構成され、
　前記転送制御／リソース管理サブレイヤが、前記アクセスリソースおよび前記転送リソ
ースについての前記情報ならびに前記制御リソースについての前記情報に従って、前記カ
スタマイズされたネットワークインスタンスのネットワークリソースを管理するようにさ
らに構成される、請求項5に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項７】
　前記制御レイヤが、ネットワークアプリケーションサブレイヤをさらに含み、
　前記ネットワークアプリケーションサブレイヤは、1つ以上のネットワークアプリケー
ションを含み、
　前記1つ以上のネットワークアプリケーションの各々は、特定の制御ケイパビリティを
実現する、請求項1から6のいずれか一項に記載のモバイルブロードバンドネットワークシ
ステム。
【請求項８】
　前記制御レイヤが、アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティ
を得るために前記転送レイヤの前記転送ケイパビリティおよび前記制御レイヤの前記制御
ケイパビリティを抽象化し、前記アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイ
パビリティを前記第2オープンインタフェースを介して前記ケイパビリティオープニング
レイヤにオープンにするように構成された、ケイパビリティ抽象化サブレイヤをさらに含
む、請求項1から7のいずれか一項に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム
。
【請求項９】
　前記ケイパビリティ抽象化サブレイヤが、ケイパビリティプラグイン手法で前記アトミ
ックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティをオープンにする、請求項8
に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
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【請求項１０】
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記ケイパビリティ抽象化サブレイヤから
前記アトミックレベルの転送ケイパビリティおよび制御ケイパビリティを取得し、前記カ
スタマイズされたネットワークインスタンスを作成、修正、または削除するために前記ネ
ットワークカスタマイゼーション要求に従って前記アトミックレベルの転送ケイパビリテ
ィおよび制御ケイパビリティを組み合わせるように構成された、オンデマンドモバイルネ
ットワークイネーブラを含む、請求項8に記載のモバイルブロードバンドネットワークシ
ステム。
【請求項１１】
　前記オンデマンドモバイルネットワークイネーブラが、前記ネットワークカスタマイゼ
ーション要求に従って、要求されたアトミックレベルの制御ケイパビリティおよび転送ケ
イパビリティを選択し、前記ケイパビリティ抽象化サブレイヤにリソース割り当て要求を
送出し、前記リソース割り当て要求に従って前記ケイパビリティ抽象化サブレイヤによっ
て実行されたネットワークリソース割り当ての結果を受信し、前記カスタマイズされたネ
ットワークインスタンスを作成、修正、または削除するために、前記ネットワークリソー
ス割り当ての前記結果に基づいて、選択された前記アトミックレベルの制御ケイパビリテ
ィおよび転送ケイパビリティを組み合わせるようにさらに構成される、請求項10に記載の
モバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項１２】
　前記オンデマンドモバイルネットワークイネーブラが、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスのステータス監視および故障検出を
実行するように構成された監視ユニット、または、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスの構成管理を実行するように構成さ
れた構成ユニット
をさらに含む、請求項11に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項１３】
　アクセス制御ユニット、サブスクリプションデータベース、およびポリシーデータベー
スをさらに備え、
　前記サブスクリプションデータベースは、前記ユーザの認証情報を格納および管理する
ように構成され、
　前記ポリシーデータベースは、ケイパビリティオープニングおよび前記ユーザのカスタ
マイズされたポリシー情報を格納および管理するように構成され、
　前記アクセス制御ユニットは、前記サブスクリプションデータベースに格納された前記
認証情報に従って前記ユーザを認証し、前記ポリシーデータベースに格納された前記ポリ
シー情報に従って前記ユーザのアクセスポリシーを決定し、前記ユーザの認証結果および
前記アクセスポリシーをオンデマンドモバイルネットワークイネーブラに提供するように
構成される、請求項1から12のいずれか一項に記載のモバイルブロードバンドネットワー
クシステム。
【請求項１４】
　前記アクセス制御ユニット、前記サブスクリプションデータベース、および／または前
記ポリシーデータベースが、前記ケイパビリティオープニングレイヤに統合される、請求
項13に記載のモバイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項１５】
　前記第3オープンインタフェースが、ウェブインタフェースおよび／またはアプリケー
ションプログラミングインタフェースを含む、請求項1から14のいずれか一項に記載のモ
バイルブロードバンドネットワークシステム。
【請求項１６】
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記カスタマイズされたネットワークイン
スタンスの動作インタフェースを前記第3オープンインタフェースを介して前記ユーザに
提供するようにさらに構成され、
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　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記カスタマイズされたネットワークイン
スタンスのための前記ユーザの動作要求を前記第3オープンインタフェースを介して受信
するようにさらに構成され、
　前記カスタマイズされたネットワークインスタンスが、要求された動作を完了させるた
めに、前記動作要求に従って、対応する転送ケイパビリティおよび／または制御ケイパビ
リティならびに対応するネットワークリソースを呼び出し、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤが、前記第3オープンインタフェースを介して
前記ユーザに動作結果を返す、請求項1から15のいずれか一項に記載のモバイルブロード
バンドネットワークシステム。
【請求項１７】
　モバイルブロードバンドネットワークをカスタマイズするための方法であって、
　転送レイヤにより、第1オープンインタフェースを介して制御レイヤにモバイルブロー
ドバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティをオープンにするステップと、
　前記制御レイヤにより、第2オープンインタフェースを介してケイパビリティオープニ
ングレイヤに前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御ケイパビリティお
よび前記転送ケイパビリティをオープンにするステップと、
　前記ケイパビリティオープニングレイヤにより、第3オープンインタフェースを介して
ユーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信し、カスタマイズされたネット
ワークインスタンスを管理するために、前記ネットワークカスタマイゼーション要求に従
って前記制御ケイパビリティおよび／または前記転送ケイパビリティを組み合わせるステ
ップと
を有する、方法。
【請求項１８】
　カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムにおける転送レイヤ
デバイスであって、
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送ケイパビリティを提供するよ
うに構成された転送ユニットと、
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの制御レイヤデバイスに接続し、前
記転送ユニットの前記転送ケイパビリティを前記制御レイヤデバイスにオープンにするよ
うに構成された、第1オープンインタフェースと
を備える、転送レイヤデバイス。
【請求項１９】
　カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムにおける制御レイヤ
デバイスであって、
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムの転送レイヤデバイスから前記転送
レイヤデバイスの転送ケイパビリティについての情報を受信し、前記モバイルブロードバ
ンドネットワークシステムの制御ケイパビリティを提供するように構成された、制御ユニ
ットと、
　前記モバイルブロードバンドネットワークシステムのケイパビリティオープニングレイ
ヤデバイスに接続し、前記ケイパビリティオープニングレイヤデバイスに前記制御ケイパ
ビリティおよび前記転送ケイパビリティをオープンにするように構成された、第2オープ
ンインタフェースと
を備える、制御レイヤデバイス。
【請求項２０】
　カスタマイズ可能なモバイルブロードバンドネットワークシステムにおけるケイパビリ
ティオープニングレイヤデバイスであって、
　ユーザからネットワークカスタマイゼーション要求を受信するように構成された第3オ
ープンインタフェースと、
　カスタマイズされたネットワークインスタンスを管理するために、前記ネットワークカ
スタマイゼーション要求に従って制御ケイパビリティおよび／または転送ケイパビリティ
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を組み合わせるように構成されたカスタマイズユニットと
を備える、ケイパビリティオープニングレイヤデバイス。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】

【手続補正２１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】
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